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会
長
挨
拶

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
是
非
ア
ク
セ
ス
を
！

同
会

長

榎

本

幸

三

（―

）

国
内
外
の
厳
し
い
情
勢
が
続
き
ま
す
さ
中
、
恩

師
の
先
生
方
、
同
窓
生
の
情
様
、
ご
健
勝
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
拝
察
し
お
蓄
び
中
し
Ｌ
げ
ま
す
。

私
が
、
会
長
を
お
引
き
受
け
し
．１
年
Ｈ
と
な
り

ま
し
た
。
同
窓
会
活
動
を
よ
り
活
発
な
も
の
に
す

る
こ
と
を
第
　
の
課
題
と
し
て
務
め
て
参
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
卜
分
と
は
中
せ
ま
せ
ん
。
同
窓

会
の
目
的
は
、
会
則
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か

り
、
併
せ
て
母
校
の
発
展
に
協
力
す
る
と
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
名
簿
の
発
行

（担
当
部
長

・
１８
期
Ｂ
組
小
林
洋

．
郎
）
会
報
の
発

行

・担
当
部
長
同
期
Ｄ
組
服
　
紘
矢
）
、
同
窓
生
の

■
い
の
――――
＝

（担
当
部
長
２６
期
Ｈ
組
小
野
官
雄
）
、

中
に
４、
１
の
総
代
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
、
ホ
ー

ム
ヘ
ー
　
の
リ１１１
川

（担
当
部
長
２‐
ｌｕ‐
Ｄ
組
川
中
良

ト
　
ー
，
，
レロ
世
ｌｌ
．
常
任
幹
事
の
方
々
が
、
膨
大

′，
蝸
―――‐
１
■

′
　

―
ｌ
ｔ
ｃ
仕
■
を
こ
な
し
て
お

リ
ー

‐―
　
―

，
か
同
■
ム

の
お
誘
い
掛
け
に
積
極

的
に
な
加
ｉ

ｔ
ｉ
ヽ
‐、
い

「同
窓
生
の
集
い
」
に
ご
参
加
を
！

同
窓
会
で
は
、
”
「
―
月
の
第
　
＝
昭
日
に
、

母
校
の
視
聴
覚
教
室
に
お
い
て

「同
窓
生
の
集
い
」

を
開
＝
い
た
し
て
お
り
ま
す
、
参
加
に
は

．千
円

の
会
費
を
贖
い
て
お
り
ま
す
が
。
文
京
高
校
の
最

新
の
状
況
を
、
校
長
先
生
よ
り
ご
報
告
瓜
く
。
学

校
施
設
の
現
状
を
見
学
。
恩
師
の
先
生
方
に
ご
参

加
＝
き
、
歓
談
の
場
の
提
供
な
ど
。
Ｌ
■
に
利
用

さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
価
値
は
あ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
私
ど
も
４
期
生
は
今
年
、
１
年
毎
の
同

期
会
を
卜
月
卜
Ｌ
Ｈ

（日
）
「集
い
」
の
当
日
だ
時

よ
り
人
塚
近
辺
で
開
俄
し
、
一集
い
」
に
な
加
し
、

そ
の
後
に
、
学
校
の
近
況
な
ど
を
話
題
に
■
酒
を

交
わ
す
〓
定
で
す
。

会
報

『紫
筍
」
に
投
稿
を
―

会
報

‐紫
筍
‐
に
、
ク
ラ
ス
会
、
同
１０１
会
、
海

外
で
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
活
用
ぶ
り
な
ど
、
積
極

的
に
投
稿
し
て
ド
さ
い
。
会
報
の
役
＝
Ｌ
、
会
計

報
告
、
奨
学
餓
助
金

・
運
営
協
賛
金
協
力
者
　
覧

表

。
卒
業
生
進
路
状
況

。
新
年
度
役
員
名
簿
な
ど

は
、
私
ど
も
役
員
が
記
述
い
た
し
ま
す
が
、
消
息

欄
な
ど
は
、
会
員
の
幅
広
い
層
か
ら
の
投
稿
に
よ

り
、
充
実
し
た
紙
面
に
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

住
所
変
更
の
際
は
同
窓
会
に
も
ご
案
内
を
！

名
簿
も
、
毎
年
新
入
会
員
を
加
え
最
新
の
も
の

を
二
月
に
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

事
業
後
卜
年
以
Ｌ
経
つ
と
．．
〇
％
ぐ
ら
い
が
作
所

不
明
で
会
報
が
四
〇
〇
通
ほ
ど
返
さ
れ
て
き
ま
す
、

新
入
会
――
が
増
え
て
も
会
報
の
発
行
部
数
は
こ
の

卜
年
ほ
と
ん
ど
ふ
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ス
会

を
開
催
し
た
後
の
最
新
の
名
簿
、
婦
姻
な
ど
に
よ

る
、
転
サ
‐―
―
の
際
の
ご
案
内
も
母
校
内
同
窓
会
宛
に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ

ー

ム

ベ

ー
ジ

に

ア

ク

セ

ス
を

！

昨
年
よ
り
、
テ
ス
ト
的
に
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
立
ち
Ｌ
げ
ま
し
た
、
本
年
の
会
則
改

―１１
で

来
年
度
よ
り
予
算
化
し
、
本
格
述
用
と
な
り
ま
す
。

直
近
の
情
報
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
ア
ク
セ

ス
い
た
だ
き
、
同
窓
会
と
母
校
を
よ
り
身
近
な
も

の
と
し
て
く
だ
さ
い
。

運
営
協
賛
金

・
奨
学
賛
助
金

。
名
刺
掲
載

に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
ト
ハ
ー
ル
ー
，
，
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
、

――
、
１
■

の
食
＝
報
告
を

い
た
■
こ

ヽ
１‥
が
で
き

ま
し
た
、
人
介
●

ｏ
終
身
食
脅
制
ル
ド
■
４
ル
営

で
は
、
仙
仙
的
な
＝
＝
＝

ｔ

・
、
ｌ
ｉｌ
ん
．
ホ
ー
ム

ベ
ー
ジ
の
↓
′
，
卜
日
た

，
―
濡
ｔ
パ
ー‐，‐
■
貪
活
１‐ヵ

の

源
は
、
情
様

の
浄
―１４

Ｆ
Ｉ
る
‐‐
の

ヽ
―
心
よ
り
感
謝

中
し
Ｌ
げ
て
お
●
‥
４
．
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「規
律
あ
る
自
由
」
に
つ
い
て

本
校
の
Ｆ
六
年
度
学
校
経
営
計
画
に
瀬
う

「Ｈ

指
す
学
校
」
実
現
の
た
め
の
柱
は
、
「肌
律
あ
る
自

由
」
「進
学
指
導
の
充
実
」
「部
活

・
行
事
の
振
興
」

で
、
中
心
テ
ー
マ
は

「規
律
あ
る
自
由
‐
で
す
。

都
立
の
進
学
校
の
中
に
は
、
部
活
と
行
事
を
制

限
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
生

徒
た
ち
は
自
由
な
時
―ｌｌｌ
が
増
え
る
の
で
勉
強
す
る

は
ず
と
思
い
こ
み
、
部
活

・
行
■
に
極
端
な
制
限

を
加
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒

が
生
き
生
き
と
活
離
し
、
活
力
あ
る
学
校
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
は
、
部
活
動
と
行
■
は
外
せ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
生
徒
と
保
護
者
の
願
い
は
、
自
分
に

見
合

っ
た
Ｌ
級
学
校

へ
の
進
学
で
あ
り
、
進
学
指

導
の
充
実
は
や
は
り
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

現
状
満
足
と
刹
那
主
義
の
急
増

私
が

‐規
律
あ
る
自
由
‐
を
提
唱
す
る
に
至
っ

た
理
由
は
　
つ
あ
り
ま
す
。
　

つ
は
、
平
成
卜
四

年
四
月
着
任
当
時
の
学
校
の
実
態
に
山
来
し
ま
す
。

本
校
に
は

「生
徒
や
保
護
者
は
現
状
に
満
足
し
き

っ
て
い
る
か
ら
何
も
す
る
必
要
が
な
い
」
と
し
、

諸
平
成
り
行
き
任
せ
の
教
員
が
い
ま
し
た
し
、
生

徒
に
は
こ
の
こ
と
が

，
‐‐
‥
心
地
良
い
も
の
だ
っ
た
ら

校
長
　
」尚
　
木

克

し
く
、
生
活
態
度
が
決
し
て
誉
め
ら
れ
な
い
者
が

い
ま
し
た
。

ま
た
、
現
実
の
社
会
で
は
、
日
先
の
楽
し
さ
、

楽
で
楽
し
い
こ
と
が
最
優
先
で
、
将
来
の
夢
や
希

望
に
つ
い
て
考
え
ず
、
今
が
良
け
れ
ば
よ
い
と
い

う
利
那
ｌｉ
維
的
考
え
の
ｒ
ど
も
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
若
者
の
意
識
が
、
な
ぜ
、
か
く
も
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
教
育
と
い
う

視
点
か
ら
考
え
、
戦
後
流
入
し
た
欧
米
の
教
育
思

想
と
無
関
係
で
は
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
が
、
今

つ
の
理
由
で
す
。

先
行
ア
メ
リ
カ
で
教
育
崩
壊
現
象

類
似
の
状
況
は
、
ｒ
ど
も
の
自
卜
性
、
創
造
性

を
■
視
し
、
強
制

。
制
限
し
な
い
こ
と
、
人
口
に

見
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
自
由
Ｌ
恭
教
育
を
日
本

よ
り
先
に
展
開
し
た
欧
米
に
も
あ
り
ま
し
た
。
欧

米
で
は
自
己
決
定
に
基
づ
く
選
択
制
の
拡
大
と
創

造
性
重
視
の
学
習
を
重
視
し
た
自
由
卜
義
教
育
を

受
け
た
世
代
が
親
に
な
り
、
自
由
Ｌ
義
教
育
が
蔓

延
す
る
と
と
も
に
、　

‐
…午
容
社
会
と
呼
ば
れ
る
社
会

が
出
現
し
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
デ

ュ
ー
イ
の
教
育
思
想
や
ニ
ー
ル
の
影
響
も
あ
っ
て
、

子
供
に
対
す
る
厳
し
い
躾
に
罪
悪
感
を
抱
き
、
ｒ

供
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
許
容
的
に
な
り
、
自
由

Ｌ
放
縦
を
は
き
違
え
た
親
が
多
く
出
現
し
、
教
育

崩
壊
現
象
を
助
長
し
た
と

口
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
か
つ
て
の
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
■
本

に
、
十
力
と
社
会
秩
序
を
回
復
さ
せ
て
来
た
経
験

が
あ
り
ま
す
．
学
力
低
ド

ーーーー
題
や
青
少
年
犯
罪
の

増
加
が
自
由
卜
義
教
育
と
無
縁
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
教
育
行

政
の
変
遷
の
結
果
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

規
範
意
識
は
学
習
意
欲
に
通
ず

今
、
我
が
国
で
は
、
戦
後
世
代
の
教
育
観
に
自
由

Ｉ
義
的
教
育
思
想
が
加
わ
り
、
変
に
物
わ
か
り
が

良
す
ぎ
る
人
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
危
惧
を
覚

え
ま
す
。
基
本
的
生
活
習
慣
や
社
会
規
範
を
躾
け

る
こ
と
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

都
立
高
校
に
お
け
る
生
徒
評
価
の
中
で
最
も

‐
―平

判
が
良
い
の
は

「怒
る
べ
き
と
き
に
き
ち
ん
と
怒

る
先
生
」
で
あ
る
こ
と
を
見
る
と
、
生
徒
は
き
ち

ん
と
し
た
対
応
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
　

方
で
、
日
本
の
若
者
は
、
米
中
韓
と
比
べ

て
規
範
意
識
が
育
っ
て
い
な
こ
と
を
示
す
平
成

年
及
び
卜
四
年
の
調
査
報
告
が
あ
り
ま
す
。
日
本

に
お
い
て
も
許
容
社
会
の
出
現
は
避
け
ら
れ
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
れ
故
、
学
校
の
自
助
努
力
に
よ
っ

て
、
ｒ
ど
も
に
規
範
意
識
を
教
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
規
範
意
識
の
高
さ
と
学
習
意
欲
の
高
さ
に

は
か
な
り
高
い
相
関
が
あ
る
と
い
う
調
査
報
告
も

あ
り
、
学
習

・
進
学
面
で
よ
い
結
果
を
生
む
と
い

う
期
待
が
あ
る
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。



同窓′liの集い

１０
月
１７
日
働
は
「同
窓
生
の
集
い
」

招
待
学
年

・
６
期
の
人
々
の
近
況

二
年
間
の
ジ
プ
シ
ー
生
活
、
三
年
生
で
や
っ
と
現
在
地
校
舎

へ
。

私
た
ち
六
期
生
は
、
　

年
生
時
は
９
島

区
大
塚
台
小
学
校
に
、
　

年
生
―――
は
文
京

区

ん
町
小
学
校
に
――――
借
り
し
、
　

年
生
時

に
現
在
地
の
校
合
に
移
る
と
い
う
ジ
ツ
シ

ー
生
活
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。
人
塚
台
小

学
校
は
、
現
在
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
、
そ
の

計
の
巣
鴨
ブ
リ
ズ
ン
の
隣
に
あ
り
、
Ｋ
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
創
設
し
た
ば
か
り
の

女
ｒ
プ
ロ
野
球
の
チ
ー
ム
が
Ｌ
は
こ
り
の

中
で
練
習
を
し
、
試
合
を
や
っ
て
い
た
。

レ
ッ
ト
ツ
ッ
ク
ス
と
か
イ
ー
グ
ル
ス
と
か

の
名
前
の
チ
ー
ム
が
あ
り
、
政
色
い
声
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
　
杯
に
響
き
渡
っ
て
い
た
。

栄
鴨
プ
リ
ズ
ン
の
中
に
も
野
球
場
が
あ

り
、
こ
ち
ら
は
青
々
と
し
た
芝
生
に
、
段

の
つ
い
た
ス
タ
ン
ド
が
あ
っ
て
設
備
は
素

晴
ら
し
か
っ
た
。
人
塚
台
小
学
校
に
は
、

我
々
の
使
用
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な
く
、

体
＝
の
時
――――
は
、
現
在
の
文
京
高
校
の
グ

リ
ウ
ン
ト
ま
で
山
Ｆ
線
を
跨
い
で
い
る
■

岬
ｈ
″
浅
り
　
嗅
鴨
新
川
の
停
留
所
の
側

１
レ
＝

ｔ
ｉｌｌｌ
り
た
も
の
で
あ
る
．

同
―リー
の
ノ′
ャ
に
つ
い
て
み
る
と
、
Ａ
組

‐
　
青
木
潔
氏
――
人
■
■
出
代
に
、
バ
ス

＝
小

ｔ
‐ｌｌｌ

＝

さ

れ

た

′′
　
メ
リ
、た

の

‐，‐
、
高
牛
は
じ
め
国
際

‐―
式
合

に
も
出
場
１
―́，
１
¨
い
か
／１‥
有
イー
で
あ
っ

た
。
熊
谷
細
Ｆ
ヽ
“
―

‐
か

ら
れ
活
躍
さ

れ
て
い
た
が
　
行
職
中

の
Ｗ
成
，ｔ
ｌ
病
に

伏
せ
て
、
多
く
の
仲
――――
に
見
送
ら
れ
な
が

ら
鬼
籍
に
人
ら
れ
た
。
荘
司
菊
雄
氏
は
、

東
京
理
科
人
で
教
鞭
を
執

ら
れ
て
い
た
．

ど
な
た
で
あ
っ
た
か
記
憶
が
沖
れ
て
い
る

が
、
同
期
の
女
性

の
方
が
、
‐私
の
ｒ
供
が

荘
可
さ
ん
に
教
え
を
受
け
た
け
ど
、
私
も

丈
京
一尚
校

の
生
活
ク
ラ
フ
で
彼
の
お
附
話

に
な
り
、
親
ｒ
で
彼
に
お
阻
話
に
な
り
ま

し
た
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
、
現
イー‥
．

武
蔵
入
学
付
属
高
校
で
講
師
を
さ
れ
て
お

ら
れ
る
。
橋
本
文
夫
氏
は
東
京
外
国

‐
―イー
人

学
を
事
業
後
、
東
京
銀
行
に
入
社
さ
れ
国

内
の
支
店

の
他
、
海
外
の
支
店
の
要
職
を

勤
め
ら
れ
た
後
、
帰
国
後
は
束
銀
投
資
顧

――――
の
代
表
も
務
め
ら
れ
た
。
椎
橋
章
二
氏

は
現
在
　
協

ラ
ボ
サ
ー
ビ

ス
の
代
表
だ

が
、
水
年
け
校
の
奨
学
金
基
金
に
多
大
な

寄
付
行
為
を
行

っ
て
同
窓
会
の
迎
常
に
も

大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
る
．

Ｂ
組

で
、
浅
井
信
雄
氏
は
東
京
外
国

‐ｉｒｉ

大
学
卒
業
後
、
説
売
新
ｌｌｉｌ
に

へ
社
さ
れ
、

海
外
特
派
ｉｔ
と
し
て
ア
ジ
ア
、
中
束
や
リ

シ
ン
ト
ン
に
勤
務
し
た
関
係
か
ら
、
現
在
、

国
際
政
治
の
専
門
家
と
し
て
テ
レ
ビ
等
に

も
多
数
出
演
し
、
苫
述
家
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
て
、
，中
束
を
読
む
キ
ー
ワ
ー
ド

ヽ

，民
族
世
界
地
図

，
等
の
著
占
も
多
数
あ

る
。
彼
は
平
成
し
年
当
時
、
神

戸
市
外
国

‐
ｉｒｉ
入
学
の
教
授
を
し
て
お
ら
れ
た
が
、

月
卜
Ｌ
＝
講
義
を
行
な
う
た
め

――～ｊ
夜
か
ら

宿
泊
し
て
い
た
ホ
テ
ル
で
、

１１１
朝
に
発
生

し
た
阪
神
淡
路
人
地
震
に
巻
き
込
ま
れ
た

稀
イー
な
経
験
を
ｌｌ

っ
て
お
ら
な
る
。
そ
れ

は
そ
れ
は
激
し
い
も
の
で
、
　
日性
に
は
と

て
も
表
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
こ
と
で

あ

っ
た
．
同
ク
ラ
ス
の
福
田
功
氏
は
慶
応

入
学
卒
業
後
、
ヽ
＝
Ｋ
に
人
ら
れ
、
水
年

に
わ
た
り
報
通

の
仕
■
を
し
て
き
た
が
、

現
在
は
、
悠
悠
自
適
の
毎
日
を
送
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
に
郷
茂
昭
氏
が
い
る
。

彼
は
東
京
大
学
に
ス
ト
レ
ー
ト
で
合
格
し

た
秀
夕
で
あ
る
が
、
　

年
生
の
冬
、
富
Ｌ

山
で
行
な
わ
れ
た
東
京
大
学
山
岳
部
の
冬

千
合
宿

‐
ＪＩＩ
練
中
起
こ
っ
た
人
き
な
■
崩
に

巻
き
込
ま
れ
、
多
く
の
学
友
と
と
も
に
命

を
落
と
し
た
が
、
生
き
て
い
ね
は
た
成
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
＝
し
ま
れ
て
い

る
。
青
木

一
郎
氏
は
東
京
都
庁
に
就
職
し
、

公
害
り
‐
１
、
環
境
局
を
歴
“
し
、
騒
音

・
振

動

・
低
川
波
空
気
振
動
と
い
う
公
害
の
行

政
、
研
究
に
従
■
し
た
。
退
職
後
は
グ
リ

ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
東
京

不ヽ
ツ
ト
に
所

属
し
、
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ

ュ
ー

マ
ー
育

成

・
環
境
型
社
会

の
推
進
の
た
め
の
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、

丈
京
卒
業
以
来
ク
ラ
ス
幹
■
を
担
当
し
、

●
城
先
生
イー…
任
中
は
毎
年
ク
ラ
ス
会
を
――――

０１１
し
て
い
た
。

Ｃ
組
で
は
、
ご
健
在
の
中
川
先
生
を
田

ん
で
、
　

年
に
　
度
の
ヘ
ー
ス
で
ク
ラ
ス

会
を
問
い
て
い
る
．
毎
日
　
〇
名
弱
の
級

友
が
集
ま
り
，
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
る
。
多
く
の
級
友
が
既
に
社
会
の

第
　
線
を
退
い
て
い
る
が
、
そ
ん
な
中
で

尾
形
佳
郎
氏
は
依
然
と
し
て
第
　
線

で
活

躍
し
て
い
る
．
彼
は
慶
応
大
学
医
学
部
を

卒
業
後
慶
応
病
院
で
肝
臓

・
腎
臓

・
膵
臓

を
Ｌ
体
に
外
科
ｉ
術
担
当
、
そ
の
後
、
米

国
留
学
を
経
て
栃
木
り
‐
―
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー

設
立
‐――
に
外
科
部
長
と
し
て
招
か
れ
た
。

そ
の
後
、
病
院
長
に
就
任
、
現
在
、
名
誉

院
長
の
層
書
な
が
ら
、
優
秀
な
腕
前
か
ら

今
で
も
卜

‐――
――――
に
も
及
ぶ
外
科
ｉ
術
を
行

な

っ
て
い
る
¨
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
人
命

を
救

っ
て
き
た
、
傾
れ
る
友
人
で
あ
る
。

１１
た
、
ク
ラ
ス
で
―
‐‘｝

の
“
か

っ
た
足
達

登
氏
―■
東
京
学
人
入
学
を
ャ
襄
し
て
教
師

と
な
り
、
足
■
ｋ
の
関
―，ｉｌ
小
．
足
↓
Ｌ
中
、

北
区
浮
――――
中
、
北
中
で
　
Ｌ
ｌ
問
枚
仙
を

取

っ
た
．
″
職
中
に
枝
ｋ
か
ら
―‐‐ｌ
Ｌ
も
竹

理
者

コ
ー
ス
の
運
択
を
仙
め
ら
ね
た
か

ｒ
供
た
ら
と
山
位
拡
ｔ
ｔ
ｉｌｌ
■

‐―
る
こ
Ｌ

が
好
き
で
、
　

１
教
――

の
職
■
い
い
た

学
校
牛
活
に
馴
中
め
な
い
――ｌｌ
融
１
往
Ｌ
＝

面
か
ら
向
ハ
ｒｉ
い
　
・ヽ′
７
．
山
Ｃ
ｔ‐
た
■
社

は
教

´
明
１１
／，‥
い
　
日収
“
に
週
ｒ
し
た
北

中
で
は
　
注
――

て
い
る
学
校
を
建
て
直
す



た
め
に

「合
唱
の
出
来
る
学
校
‐
を
提
案

し
、
成
果
を
あ
げ
た
。
退
職
の
年
、
「送
る

会
・

で
生
徒
全
員
に
よ
る
合
唱
が
あ
り
、

問
題
の
生
徒
が
涙
を
流
し
な
が
ら
　
緒
に

歌

っ
て
く
れ
た
。
感
動
の
あ
ま
り
、
涙
で

平
成
１２
年
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

―
お
茶
の
水
館
）

（銀
座
ア
ス
タ

前
列
左
よ
り
　
足
連
、
小
森
、
高
鷲
、

田
先
生
、
浜
口
、
石
崎
、
岩
城

後
列
左
よ
り
　
西
原
、
筒
井
、
岡
部
、

川
、
戸
張
、
保
坂
「

中

最
後

の
挨
拶
が
出
来
な
か
っ
た
。
保
坂
寿

一
氏
は
東
京
理
科
大
学
で
自
ら
ダ
ン
ス
部

を
創
設
、
東
都
大
学
坪
路
競
技
大
会
で
見

■
優
勝
、
全
日
本
学
生
競
技
会
で
も
四
位

に
入
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
就
職
し
た

米
芝
ス
デ
ィ
カ
ル
で
は
機
会
が
中
々
な
か

っ
た
が
、
退
職
後
は
、
再
び
健
康
維
持
も

か
ね
て
何
週
１
～
　
国
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん

で
い
る
，
そ
の
た
め
か
、
米
だ
に
若
々
し

い
．
筒
井
延
雄
氏
は
　
０
年
前
か
ら
座
禅

を
組
む
こ
と
を
始
め
、
現
在
は
Ｌ
野
瞥
察

署
前
の
臨
済
宗
徳
雲
院
で
住
職
よ
り
の
依

頼
で
毎
週
金
雌
日
の
夜
、
座
神
会
を
開
い

て
い
る
。

Ｄ
組
で
は
、
大
根
田
目
生
氏
が
バ
ス
ケ

ッ
ト
を
通
し
て
、
文
京
高
校

の
先
■
、
後

■
と
の
交
友
が
広
く
、
現
在
も
同
期
会
や

Ｏ
Ｂ
会
等
の
学
校
関
係
の
行
■
で

，
‐
１
躍
さ

れ
て
い
る
．

Ｅ
組
の
国
武
敬
氏
は
、
東
京
大
学
野
球

部
で
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
、
六
入
学
野

球
で
活
＝
さ
れ
、
後
に
　
菱
商
“
で
商
社

マ
ン
と
し
て
活
Ｔ
さ
ね
た
が
、
数
年
前
亡

く
な
ら
ね
た
．
同
ク

フ
ス
の
西
岡
澄
子
氏

は
、
丈
京

‐――，
校
て
でり
枚
榊
を
＝
ら
れ
た
西

岡
先
生
の
嗅
ほ
に
な
ら
ね
、
同
窓
会
や
ク

ラ
ス
会
等

の
お
――，
■
で
中‐‐
‐
広
く
活
躍
さ
れ

て
お
ら
ね
た
が
、
最
近
、
や
や
健
康
を
■

し
活
動
を
拌
え
て
い
る
．
同
ク
ラ
ス
で
、

白
崎
英
介
氏
は
テ
レ
ヒ

‐―リー
＝
で
　
‐――
‐―――
ド

ラ
マ
、
Ｌ
げ
ワ
イ
ト
劇
場

の
フ
ロ
テ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
活
躍
さ
ね
、
同
岳
細
を
ご
覧

に
な
っ
た
方
も
多

い
は
ず
で
あ
る
。

Ｆ
組
で
は
、
宇
田
川
満
氏
が
東
京
都
に

本
職
さ
れ
、
後
年
は
環
境
科
学
研
究
所
で

人
気
汚
染
の
研
究
に
没
頭
さ
れ
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
の
研
究
■
で
そ
の
道
の
中
間

家
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
る
っ
こ
の
ク
ラ

ス
の
河
野
敬
熙
氏
の
ご
け
十
は
人
々
女
ｒ

入
学
の
家
政
科
の
教
授
で
料
理
研
究
家
と

し
て
、
昭
和
　
０
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に

か
け
て
ヽ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
喬
組
に
出
演
さ

れ
て
お
ら
れ
た
。
彼
は
テ
ニ
ス
部
に
属
し

て
お
り
、
対
校
試
合
■
に
も
出
て
い
た
。

卒
業
後
、
自
治
に
科
入
学
に
進
学
し
自
衛

隊
の
病
院
の
医
者
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

Ｌ

」

。

文
京
高
校
で
の
体
育
祭
、
文
化
祭
、
修

学
旅
行
そ
の
他
Ｈ
■
の
学
来
の
中
で
の
多

く
の
出
来
¨
や
想
い
出
が
、
走
馬
灯
の
よ

う
に
浮
か
ん
で
は
消
え
、
消
え
て
は
浮
か

ん
で
く
る
．
占
卜
の
け
く
、
楽
し
か

っ
た

牛
活
と
そ
の
中
で
育
て
た
友
価
は
今
も
続

い
て
い
る
．
こ
こ
ま
で
我

々
を
ご
指
導
贖

い
た
、
先
生
方
と
同
窓
生
各
位
に
感
謝
中

し
た
げ
た
い
。
丈
京
高
校
に
栄
あ
ね
．

（各
ク
ラ
ス
の
近
況
に
つ
い
て
は
、
Ａ
組

・

荘

‐――
菊
雄
氏
、
Ｃ
組

・
塩
川
イ１１

‐ｒ‐
氏
、
Ｄ

組

。
人
根
田
――
生
氏
と
竹
内
靖
ｒ
さ
ん
、

Ｅ
細

・
神
川
川
氏
、
ド
紺

・
宇
―――
川
満
氏

が
取
材
を
担
当
、
Ｂ
組
青
木
　
郎
氏
が
取

り
ま
と
め
た
）

な
お
―‐１
窓
生
の
集
い
の
後
．
ホ
テ
ル
ヘ

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
同
期
会
が
開
催
さ
れ

フつ
．

紫筍 第47:;

２５
年
ぶ
り
の
再
会
が
楽
し
み

招
待
学
年
３‐
期

先
日
、
同
窓
会
の
中
で
級
友
か
ら
連
絡

が
あ
り
文
京
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
　
れ

年
経
っ
た
と

日わ
れ
、
も
う
そ
ん
な
に
経

つ
も
の
な
の
か
と
感
慨
に
更
け
て
ま
し
た
。

１
五
年
振
り
に
聞
く
友
人
の
声
．
‐――
の

経
つ
の
も
忘
れ
、
電
話
で
話
し
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
文
京
高
校
時
代
の
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
の
顔
が
頭
に
浮
か
び
、
思
い
出
話

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
担
任
教
師
だ
っ
た

松
浦
先
生
は
今
、
ど
こ
の
学
校
に
い
る

の
？
と
１１１１
い
た
ら
、
も
う
定
年
退
職
さ
れ

て
、
お
係
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

Ｈ
わ

れ
、
愚
問
だ

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の

中
で
は
、
あ
の
時
か
ら
時
が
止
ま
っ
た
ま

ま
な
の
で
す
．
あ
の
曖
の
特
が
あ
の
頃
の

ま
ま
な
の
で
す
。
卒
業
後
、　
五
年
も
経

っ

て
い
る
の
で
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
結
婚
し

て
当
‐――
の
自
分
違
く
ら
い
の
年
の
忠
ｒ
や

娘
の
親
に
な

っ
て
る
年
齢
な
の
で
す
．

自
分
に
も
、
今
年
の
各
、
高
校
を
卒
業

し
た
娘
が
　
人
お
り
ま
す
が
、
当
時

の
自

分
と
踏
き
換
え
て
み
る
と
、
随
分
と
親
に

心
配
や
迷
惑
を
掛
け
た
な
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
．

当
‐――
、
自
分
が
や
っ
た
事
な
ど
を
娘
が

し
よ
う
と
し
た
ら
、
は
た
し
て
許
し
て
た

だ
ろ
う
か
と
考
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

も
う
高
校
生
な
ん
だ
か
ら
大
丈
人
と
い
う

自
分
と
、
れ
か
ら
す
れ
ば
ま
だ
高
校
生
な

ん
だ
か
ら
心
配
と
い
う
、
　

番
難
し
い
年

代
な
の
で
す
．

そ
の
こ
ろ
の
文
京
高
校
は
、
　

年^
―ｌｌｉ
ク

ラ
ス
杵
え
も
無
く
、

１１１
任
の
先
生
も
変
わ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
ク
ラ
ス
の

仲
は
、
男
女
と
も
仲
が
良
く
、
い
ざ
と
い

う
時
は
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
ク
ラ
ス
で
し

た
。
高
校
生
活
最
後
の
文
化
祭
で
や

っ
た

「
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
殺
人
■
件
」

の
劇
で

は
、
　

人
　
人
が
得
意
分
野
を
活
か
し
衣

装
や
小
道
具
を
造
り
、
全
員
　
丸
と
な
り
、

ひ
と
つ
の
日
標
に
向
か
い
、
そ
れ
を
成
し

込
げ
た
事
に
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
事
が

昨
＝
の
事

の
よ
う
で
す
。

，―‐ｉｊ
窓
生

の
集

い
‐
は
今
年
招
待
年
度
と
な
り
、
そ
こ
で

先
生
方
を
川
み
、
級
友
に
会
え
る
事
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
　

（別
期
Ｆ
組
）

力‖

藤

智
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Ｌ
月
四
日
、
か
つ
て
ご
指
導
を
受
け
た
６
期
Ｃ

組
の
塩
川
仕
司

・
高
橋
く
に
ｒ
の
両
名
が
奥
多
摩

青
梅
市
の
ご
自
宅
に
中
川
先
生
を
お
訪
ね
し
た
。

先
生
は
、
　

時
――――
も
の
長
時
―ｌｌｌ
の
取
材
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
終
始
ご
ｒ
寧
に
対
応
を
し
て
ド
さ
っ
た
。

―
先
生
は
大
変
ご
高
齢
で
す
が
お
身
体
の
具
合
は

い
か
が
で
す
か
。

中
国
　
僕
は
こ
れ
ま
で
健
康
に
は
人
　
倍
注
意
を

払
っ
て
き
た
積
も
り
だ
が
、
寄
る
年
波
に
は
勝
て

な
い
ね
。
高
齢
″
特
有
の
骨
粗
し
ょ
う
症
で
頚
＝

の
軟
骨
が
す
り
減

っ
て
、
神
経
に
触
り
と
て
も
痛

い
ん
だ
。
ま
た
、
前
立
腺
肥
人
に
も
悩
ま
さ
れ
て

い
る
。

―
ご
出
身
は
北
降
と
ｌｊｌｌ
い
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な

少
年
―――
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

中
田
　
供
は
石
川
県
金
沢
市
近
郊
の
鶴
来
町
で
人

正
五
年
に
■
ま
れ
た
．
四
人
兄
妹
の

．
男
坊
だ
っ

た
。
ｒ
供
の
颯
か
ら
病
弱
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

外
で
運
動
す
る
よ
り
も
家
の
中
で
静
か
に
本
を
読

む
の
が
好
き
だ
っ
た
ね
。

農
地
改
良
の
実
地
調
査
で
全
国
を

―
人
丈
地
理
を
専
攻
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

中
田
　
苦
学
し
て
法
政
大
学
専
門
部
に
入
学
し
て

そ
こ
で
経
済
地
理
学
の
野
＝
保
市
郎
先
生
、
学
部

で
小
野
武
人
先
生
に
出
会
い
人
き
な
感
銘
を
受
け

た
ん
だ
。
将
来
、
農
業
地
理
学
の
先
生
に
な
ろ
う

と
決
め
た
の
は
、　

―ｌｉ
し
く
　
人
の
先
生
の
お
導
き

に
よ
る
も
の
だ
。
小
野
先
生
に
従

っ
て
地
方
の
艘

地
改
良
の
実
地
調
査
で
全
国
各
地
を
歩
き
廻
っ
た

の
が
と
で
も
勉
強
に
な
っ
た
ね
。

―
先
生
が
初
め
て
教
師
に
な
ら
れ
た
の
は
？

中
田
　
教
員
免
許
を
取
得
し
て
戦
時
中
に
大
学
を

繰
り
に
げ
卒
業
し
、
武
蔵
野
市
の
私
立
関
東
中
学

校

（現
在
の
聖
徳
学
＝
）
の
教
師
に
な
っ
た
。
当

‐――
は
大
変
な
食
報
難
の
‐――
代
だ
っ
た
が
、
生
徒
の

父
兄
が
さ
つ
ま
■
の
差
し
入
れ
を
し
て
く
れ
た
。

お
陰
で
何
と
か
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
。

―
昭
和
　
１
年
に
都
立
９
島
中
学
校
に
赴
任
さ
れ

中

糊田

天 1冒

の l①

博
士
が
誕
生

重
　
成
　
先
生

．１
年
～
だ
四
年

。
人
文
地
即
、
八
八
歳
）

て
い
ま
す
ね
。

中
田
　
戦
後
、
教
育
制
度
の
抜
本
改
革
で
公
立
の

中
学
、
高
校
で
教
師
不
足
と
な
り
大
学
同
窓
の
菅

野
先
生
か
ら
転
校
の
お
誘
い
が
あ
っ
た
。

将
来
の
こ
と
を
考
え
、
東
京
都
に
願
占
を
提
出
、

運
良
く
都
立
９
島
中
学
校
に
採
用
さ
れ
た
。
昭
和

ｌ
ｉ
年
、
仮
校
合
の
水
道
橋
の
元
町
小
学
校
に
着

任
し
た
が
、
混
乱
の
時
代
で
机
、
椅
ｒ
、
備
品
な

ど
全
て
が
不
足
し
て
ま
と
も
な
授
業
が
で
き
な
か

っ
た
。

退
職
す
る
ま
で
文
京
で
教
壇
に
立
つ

―
丈
京
高
校
―
―
年
――――
の
作
職
で
、

．
番
印
象
に

残
っ
た
―――
代
は
い
つ
頃
で
し
た
か
。

中
田
　
退
職
す
る
ま
で
ず
っ
と
丈
京
高
校
に
い
た

の
で
思
い
出
は
尽
き
な
い
ね
。
で
も
、
昭
和
　
〇

年
代
に
　
年
生
の
担
任
を
２
期
、
１
川
、
６
則
と

続
け
て
受
け
持

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
初
の
Ｆ

年
――――
の
印
象
が
特
に
強
い
。
ψ
島
中
学
校
の
伝
統

が
生
き
て
い
た
し
私
立
高
校
も
ま
だ
充
実
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
優
秀
な
生
徒
が
入
学

し
て
く
れ
た
し
、
教
師
た
ち
も
全
体
的
に
片
く
崩

気
が
あ
っ
た
よ
。
授
業
で
は
生
徒
か
ら
鋭
い
質
‐ｌｌｌ

が
相
次
い
で
ね
。
思
わ
ず
身
震
い
が
で
る
ほ
ど
活

気
と
熱
意
が
通
っ
て
い
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に

党
え
て
い
る
。

四
〇
年
代
の
学
校
＝
制
度
の
実
施
、
そ
れ
に
続

く
学
問
紛
筆
で
、
本
校
の
良
き
伝
統
も
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。
都
立
高
校
に
と
っ
て
本
当
に
不
ヤ
な

‐――
代
だ
っ
た
と
思
う
。
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地
歴
部
で
各
地
の
地
理
歴
史
を
研
究

―
ク
ラ
ブ
活
動
は
ど
う
で
し
た
か
。

中
田
　
地
歴
部
正
式
に
は
地
理
歴
史
研
究
会
は
戦

後
―１１１
も
な
く
骨
野
先
生
の
ご
指
導
に
よ
り
発
足
し

た
。
供
も
指
導
教
官
の

＾
員
と
し
て
こ
の
部
活
動

に
当
初
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
た
。
毎
年
、
四
月

の
新
学
期
に
全
部
員
が
集
ま
っ
て

，
―寸
論
の
Ｌ
、
研

究
テ
ー
マ
を
決
め
る
の
だ
が
、
学
生
た
ち
に
は
こ

れ
が
簡
単
の
よ
う
で
紺
構
大
変
な
学
習
だ
っ
た
と

思
う
。
先
ず
資
料
集
め
か
ら
始
ま
り
、
現
地
調
査

の
た
め
の
ド
調
べ
を
し
、
具
体
的
な
調
査
項
目
を

決
め
る
。
夏
休
み
を
利
用
し
て

．
週
間
位
の
現
地

調
査

（巡
検
と
い
っ
た
）
を
行
い
、
自
分
の
日
で

事
実
を
検

‐ｉｌｌ
…
す
る
。
北
海
道
か
ら
東
北
、
関
東
、

北
隆
と
束
日
本
が
多
か
っ
た
が
各
地
を
訪
――――
し
た

よ
。
現
地
で
は
お
寺
に
油
め
て
戦
っ
た
り
し
て
ね
。

‥

≪

１青
梅
の
ご
自
宅
で 、:亀毅F

こ
の
調
査
結
果
は
、
秋
の
文
化
祭
で
発
表
し
て
、

翌
年
１
月
に
は
地
理
歴
史
研
究
概
報
と
し
て
小
――――

ｒ
に
糾
め
た
。

な
か
で
も
、
北
海
道
の
奥
尻
島
の
漁
村
の
生
態
、

能
金
半
島
の
内
浦
漁
村
の
研
究
、
新
潟
県
ｉ
面
村

の
隠
Ⅲ
研
究
、
宙
山
県
五
簡
山
の
人
家
族
制
と
合

■
造
り
の
研
究
な
ど
の
発
表
で
は
、
学
外
か
ら
人

彰
さ
れ
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
地
理
研

究
会
、
駒
滞
大
学
や
日
本
人
学
か
ら
優
秀
賞
を
授

与
さ
れ
た
ん
だ
。
部
員
数
が
少
な
く
て
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
時
期
も
あ
っ
た
が
、
熱
心
な
学
生
の
参

加
で
文
京
高
校
の
名
声
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

指
導
教
官
と
し
て
大
変
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
る
。

こ
の
地
歴
部
員
で
あ
っ
た
中
村
勝
４

（＝
期
Ａ
）

は
京
都
入
学
農
学
部
で
農
学
博
卜
に
、
ま
た
、
＝

野
宏
君

（器
期
Ｂ
）
は
日
本
人
学
文
理
学
部
文
学

博
Ｌ
と
な
っ
た
。
活
発
な
ク
ラ
ブ
活
動
だ
っ
た
が
、

五
　
年
度
限
り
で
休
部
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
実

に
残
念
で
仕
方
が
な
い
。
い
つ
か
ま
た
復
活
す
る

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

「
同
窓
生
の
集
い
」
で
６
期
生
に
会
え

る
の
が
楽
し
み

こ
の
部
活
動
に
か
っ
て
参
加
し
た
諸
君
違

（９

川
生
が
卜
体
）
が
地
歴
Ｏ
Ｂ
会
を
結
成
し
て
く
れ

て
卜

、
年
に
な
る
。
ｒ
育
て
が
終

っ
た
女
性
も
含

め
て
卜
五
名
程
度
の
Ｏ
Ｂ
が
毎
年
集
ま
り
、
各
地

に
　
油
の
視
察
旅
行
会
や
食
■
会
を
開
催
、
片
の

調
査
旅
行
を
懐
か
し
ん
だ
り
し
て
旧
交
を
温
め
て

い
る
。
実
に
楽
し
い
会
合
だ
よ
。

―
本
校
を
退
職
し
た
後
は
ど
う
し
て
い
ま
し
た
か
。

中
田
　
代
々
木
ゼ
ミ
ほ
か
　
～

．
の
予
備
校
の
講

師
を
勤
め
た
り
、
人
丈
地
理
の
参
考
占
や
受
験
整

理
の
指
針
を
出
版
し
た
り
し
た
。
現
在
は
自
然
を

相
Ｆ
に
の
ん
び
り
過
ご
し
て
い
る
。
今
年
は
君
達

６
期
生
が
事
業
五
卜
年
と
い
う
こ
と
で
、
僕
も
同

窓
会
の
集
い
に
招
待
さ
れ
る
そ
う
だ
が
、
そ
の
席

で
他
の
組
の
諸
＝
達
と
も
久
し
振
り
に
顔
を
会
わ

す
こ
と
が
出
来
そ
う
で
、
と
て
も
今
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
卜
分
体
調
管
理
に
務
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

―
先
生
の
ご
趣
味
は
な
ん
で
す
か
。

中
国
　
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
は
な
い
が
、
強
い
て

挙
げ
れ
ば
占
本
パ
を

‐
…方
ね
歩
く
の
が
好
き
で
、
欲

し
い
専
門
出
を
発
見
し
た
時
の
喜
び
は
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
位
感
激
だ

っ
た
。
Ｈ
い
集
め
た
占

籍
で
■
斎
は
理
ま
っ
て
し
ま
い
、
身
動
き
も
で
き

な
い
位
だ

っ
た
。
数
年
前
、
大
病
を
思

っ
た
後
、

な
か
ら
何
と
か
整
理
し
て
は
し
い
と

‐ｉ
わ
れ
、
仕

方
な
く
泣
く
泣
く
殆
ど
処
分
し
た
。
図
書
館
に
寄

贈
し
た
か
っ
た
が
、
学
術
書
は
い
ら
な
い
と
断
ら

れ
、
止
む
な
く
神
＝
の
占
本
斥
に
買
っ
て
は

っ
た

が
．
束
―
丈
だ
っ
た
。
１
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び

出
さ
れ
た
―――
は
涙
が
出
た
よ
。
貴
曖
な
専
門
■
が

何
――――
も
あ
っ
た
ん
だ
が
ね
。
残
念
だ
っ
た
よ
。

１
四
年
前
に
小
金
井
か
ら
青
梅
に
引
っ
越
し
た
。

空
気
も
き
れ
い
で
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
彙
の
時
期

は
と
て
も
良
い
所
だ
と
思
う
。
近
く
に
占
野
梅
郷

や
奥
多
摩
渓
谷
、
占
川
英
治
記
念
館
な
ど
が
あ
り

散
歩
コ
ー
ス
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
。



あの頃の文京、あの先41に 出く

隣
り

頃

の
文
京

吻

の
‐州

硼

‐こ―
剛
ｑ
引
刊

学
園
紛
争
と
い
う
辛
い
時
代
を
経
験

山
石

―
先
生
は
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
教
職
に
就
か
れ

た
の
で
す
か

岩
田
　
私
が
生
物
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
小
学
生

の
頃
、
卜
歳
年
Ｌ
の
兄
に
、
昆
虫
採
集
に
た
び
た
び

連
れ
だ
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
足
虫
を
通

じ
て
、
生
物

へ
の
興
味
を
深
め
、
例
え
ば
チ
ヨ
ウ
や

ハ
チ
ゃ
ト
ウ
ボ
は
告
、
飛
ぶ
機
能
を
持
ち
な
が
ら
な

ぜ
ぞ
れ
ぞ
れ
に
形
が
違
う
の
か
な
ど
、
疑
‐ｆｌｌ
に
ふ
け

り
な
が
ら
生
き
物
と
向
き
合
う
■
が
好
き
で
し
た
。

生
物
は
好
き
で
し
た
が
教
職
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
典
剣
に
教
職
に
魅
力
を
感
じ
た
き
つ
か
け
は
、

大
学
四
年
生
の
農
業
高
校
で
の
教
育
実
習
で
し
た
ｏ

放
課
後
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
と

‐
‥ｒｉ
り
合
う
内
に
、
人

と
話
す
事
が
苦
Ｆ
だ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
職

に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

生
来
の
昆
虫
好
き
が
害
虫
の
研
究
を
…

本
当
は
毘
虫
の
純
粋
科
学
を
や
り
た
か
つ
た
の
で

す
。
し
か
し

，
彙
人
の
同
芸
学
部
で
は
全
て
応
用
科

学
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
栽
培
柑
物
を
見
虫
か
ら
防

御
す
る
研
究
が
卜
に
な
る
。
毘
虫
は
皆
か
わ
い
い
の

で
私
の
心
か
ら
言
う
と
古
虫
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。

田
　
浩
　
司
　
先
生

（昭
和
四
．
．年
～
五
六
年

・
生
物
、
六
八
歳
）

し
か
し
、
卒
論
の
テ
ー
マ
は
、
や
は
り
ど
う
や
つ
て

古
虫
を
殺
す
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
な
ん
で
す

（笑
）。
卒
論
は
卜
分
な
結
論
に
辻
し
な
か
っ
た
の
で
、

教
授
に
、
研
究
を
続
け
た
方
が
よ
い
と
勧
め
ら
れ
、

西
ヶ
原
に
あ
る
東
京
都
の
農
業
試
験
場
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

卒
業
後
も
大
学
の
研
究
常
に
残
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
そ
の
年
の
九
月
に
教
授
か
ら
、
東
京
の
高
校
の

講
師
に
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

教
授
な
の
で
断
る
訳
に
も
い
か
ず
、
都
立
農
芸
高
校

の
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。
結
局
、

‐―イー
和

ヽ
四
年
の

月
に
大
学
を
卒
業
し
、
大
学
の
専
攻
科
に
残
り
、
ト

月
か
ら
農
芸
高
校
の
講
師
と
な
り
、
翌
年
の
だ
月
に

農
共
高
校
の
全
＝
制
に
着
任
し
ま
し
た
。
も
し
研
究

■
に
残
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
都
立
高
校
の
教
員
に

も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
教
授
の

薦
め
に
従
っ
て
講
師
と
な
っ
た
こ
と
も
、
今
思
え
ば
、

良
い
縁
だ
つ
た
の
で
す
ね
。
全
＝
制
か
ら
異
動
し
、

農
共
高
校
の
定
時
制
に
は
１
年
ほ
ど
い
ま
し
た
。
全

校
生
徒
が
八
卜
人
の
東
京
都
の
中
で
も
小
さ
な
学
校

で
し
た
。
定
時
制
に
い
る
と
、
全
Ｈ
制
に
移
り
た
い

と
い
う
思
い
が
わ
き
出
て
く
る
の
で
す
が
、
生
徒
の

顔
を
見
て
い
る
と
、
そ
の
思
い
が
ま
た
罪
の
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

―
そ
の
後
＝
立
高
校
に
転
任
さ
れ
て
い
ま
す
が
…

都
立
＝
立
高
校
の
校
民
か
ら
、
化
学
と
生
物
の
‐‐ｌｔｉ

方
を
受
け
持
つ
な
ら
、
来
て
貰
い
た
い
と
の
こ
と
で

日
立
高
校
に
転
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
バ
ス
ケ
ツ
ト
部
の
顧
‐ｌｌｌ
を
し
ま
し
た
。
定
時
制

が
無
か
っ
た
の
で
、
部
活
動
は
午
後
の
八
時
頃
ま
で

ぁ
り
ま
し
た
。
成
増
の
自
宅
に
着
く
の
は
卜

‐――
頃
で
、

翌
側
は
パ
時
に
起
き
六
時
に
は
出
勤
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
教
員
と
し
て
の
勉
強
や
ア
メ
リ
カ
の
教
科
書

の
翻
訳
の
時
――ｌｊ
を
保
つ
の
が
大
変
で
し
た
。
１
年
続

け
た
ら
、
ど
う
に
も
通
い
き
れ
な
く
な
り
ま
し
て
、

ま
た
次
男
の
出
産
を
控
え
た
家
内
の
こ
と
も
気
に
な

り
、
教
頭
に
よ
い
具
動
先
は
な
い
か
、
と
相
談
し
た

と
こ
ろ

「　
年
か
、１
年
で
、
変
わ
る
人
は
い
ま
せ
ん

ょ
。」
と
怒
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

石
上
先
生
と
交
代
で
文
京
高
校

ヘ

ー
丈
京
高
校
に
は
四
１
年
か
ら
で
す
ね
。

こ
れ
も
不
思
議
な
縁
で
、
東
京
都
生
物
教
育
研
究

会
で
私
の
異
動
冷
望
が
ど
う
伝
わ
つ
た
の
か
、
丈
京

高
校
の
石
Ｌ
先
生
が
、
．俺
が
代
わ
っ
て
あ
げ
る
よ
・

と
ぃ
う
こ
と
に
な
り
、
石
Ｌ
先
生
は
日
立
高
校
に
、

私
は
文
京
高
校
に
と
異
動
し
ま
し
た
。

私
が
丈
京
高
校
に
若
任
し
た
昭
和
四
１
年
は
学
校

群
制
度
が
始
ま
っ
た
初
年
度
で
、
１
年
後
文
京
高
校

に
は
学
川
紛
η
が
起
こ
り
、
私
の
担
任
し
た
学
年
が
、

そ
の
紛
争
の
中
心
で
し
た
。
昭
和
四
四
年
の
秋
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
部
隊
が
管
理
棟
を
バ
リ
ケ
ー
ド
・ｌ
鎖
し
ま
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し
た
。
彼
ら
の
要
求
は
、
ク
ラ
プ
の
顧
――ｌｌ
制
を
、
自

由
に
す
る
、
選
択
科
Ｈ
を
増
や
せ
等
で
し
た
が
、
文

一（
両
校
で
は
既
に
全
部
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
本
当
に
彼
ら
が
求
め
て
い
た
も
の
は
、
現

状
を
ス
ト
ッ
フ
さ
せ
る
事
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
大
学
生
の
オ
ル
グ
も
あ
り
、
大
学
生
に
認
め
ら

れ
る
た
め
に
は
何
か
を
や
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
彼
ら
も

大
変
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
進
学
指
導
に
熱
心
だ

っ
た
先
生
ほ
ど
、
彼
ら
の
攻
撃
の
的
で
し
た
。
そ
の

頃
生
物
と
地
学
と
が
合
同
で
、　
学
年
を
春
、
更
、
秋

と

．つ
の
グ
ル
ー
フ
に
分
け
、
　

年
か
け
て
宙
汁
海

岸
の
自
然
を
研
究
す
る
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
秋
は
紛
筆
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
生
徒
は

足
非
授
業
を
続
け
て
く
れ
と
詰
め
寄

っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
生
物
だ
け
授
業
を
再
開
す
る
わ
け
に

も
い
か
ず
、
受
け
持
っ
た
生
徒
全
員
が
本
当
に
授
業

を
受
け
た
い
の
か
討
論
し
、
　

人
で
も
そ
う
思
っ
て

な
い
生
徒
が
い
る
な
ら
再
開
で
き
な
い
と
つ
っ
は
ね

ま
し
た
。
そ
の
当
―――
丈
京
高
校
の
教
職
員
は
い
ろ
い

ろ
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
方
が
お
り
ま
し
た
が
、
生

徒
を
守
ろ
う
、
警
察
の
力
を
＝
り
ず
、
自
ら
解
決
し

よ
う
と

日う
点
で
は
　
致
し
て
い
ま
し
た
。
明
け
方

の
―，Ч
時
に
　
方
か
ら
突
入
し
、
バ
リ
ケ
ー
ト
を
解
除

し
ま
し
た
。
し
か
し
紛
争
は
そ
の
後

．
年
は
続
い
た

と
思
い
ま
す
。
職
員
生
ま
で
安
保
反
対
を
叫
び
な
が

ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
生
徒
が
入
っ
て
来
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
丈
京
は
パ
リ
ケ
ー
ド
解
除

後
、
話
し
合
い
で
解
決
し
て
い
く
方
針
を
と
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
実
力
行
使
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ャ
い
時
期
で
し
た
。
授
業
が
再
開
さ
れ
て
も
、

ｌｉｌｌ
く

意
志
を
持
た
な
い
生
徒
も
多
か
っ
た
の
で
、
　
日彙
が

ひ
――，
う
と
後
ろ
の
■
板
ま
で
抜
け
て
い
っ
て
途
中
で

消
え
る
。
彼
ら
の
心
に
入
っ
て
い
か
な
い
ャ
さ
が
ず

っ
と
あ
り
ま
し
た
。

忘
れ
ら

れ

な

い
高

田
先
生

の
ウ

エ
の
研
究

―
生
物
部
の
集
ま
り
が
復
活
し
た
そ
う
で
す
ね
。

岩
田
　
丈
京
に
着
任
し
た
―――
同
じ
く
生
物
を
担
当
し

て
い
た
高
田
先
生
が
、
残
念
な
こ
と
に
近
年
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
は
ウ
エ
の
発
生

で
し
た
。
当
時
同
年
齢
の
高
川
先
生
は
ま
だ
独
身
で

し
た
が
あ
る
朝
―
岩
―――
先
生
、
私
の
ｒ
供
が
生
ま
れ

ま
し
た
―
‐
と
い
う
の
で
す
。
紺
婚
の
話
も
１１１１
か
な

い
の
に
な
ん
で
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ウ
エ
の
話
だ

っ
た
の
で
す
。
ウ
エ
は
受
精
卵
か
ら
何
回
か
変
態
を

繰
り
返
す
の
で
す
が
、
あ
の
と
げ
の
あ
る
形
に
な
る

前
に
ウ
エ
の
ｒ
ど
も
が
ど
ん
な
餌
を
食
べ
る
の
か
分

か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
あ
の
―――
の
高
―――
先
生
の
嬉

し
そ
う
な
鳳
は
、
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
高
川
先

生
が
亡
く
な
ら
れ

‐偲
ぶ
会
」
を
＝
そ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
秋
の
偲
ぶ
会
に
は
先
生

の
奥
様
と
思
ｒ
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

嬉
し
い
生
物
部
Ｏ
Ｂ
会
の
復
活

そ
の
席
で
、
生
物
部
Ｏ
Ｂ
会
を
も
う
　
度
画
建
し

た
い
な
ぁ
と
い
う
話
が
盛
り
Ｌ
が
っ
て
、
　

月
に
幹

■
会
を
開
い
て
六
月
に
往
活
第
　
国
の
生
物
部
総
会

が
開
か
れ
、
百
人
近
く
集
ま
り
ま
し
た
。
私
よ
り
も

年
Ｌ
の
人
が
卜
九
人
も
い
て
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。

私
と
入
れ
林
わ
り
に
日
立
高
校
に
移
ら
れ
た
石
Ｌ
先

生
も
八
卜
歳
に
な
ら
れ
、
久
々
に
会
い
ま
し
た
。
文

京
で
は
卜
四
年
間
で
担
任
を
五
＝
や
っ
て
る
ん
で

す
。
担
任
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
文
京
高
校
の

後
は
小
石
川
高
校
で
定
年
を
迎
え
、
北
日
高
校
で
嘱

託
を
勤
め
ま
し
た
。
北
＝
高
校
は
私
の
け
校
で
、
校

合
も
職
員
も
す
っ
か
り
代
わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

け
校
と
い
う
の
は
何
か
安
心
感
が
あ
り
。
何
と
な
く

昔
の
ム
ー
ド
が
漂
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
嬉
し
か
っ

た
で
す
ね
。

―
近
頃
の
教
育
に
つ
い
て
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
？

岩
田
　
ド
イ
ツ
で
は
教
科
占
に
、
収
容
所
で
行
わ
れ
た

悲
惨
な
■
実
が
明
記
さ
れ
、
き
ち
ん
と
教
え
て
い
る
．

ア
メ
リ
カ
の
教
科
占
に
も
放
射
能
の
危
険
性
に
つ
い

て
卜
分
な
ベ
ー
ジ
を
制
い
て
説
明
し
て
い
る
。
日
本

も
思
想
的
に
右
と
か
ノ‐ｉ
と
か

口
う
こ
と
で
は
な
く
、

―――
代
の
風
潮
に
ノ
‐ｉ右
さ
れ
ず
、
核

。
原
発
の
問
題
等
、

教
え
る
べ
き
■
は
教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
　

（器
川
Ａ
湯
澤

．
人
）

光
が
丘
公
園
で



あ
の
頃
の
文
京
、
あ
の
先
生
に
聞
く

あの頃の文京、あの先生に11く

私
の
心
の
大
空
高
く
舞
い
上
が
れ
文
京
生

羽

―
羽
生
先
生
は
平
成
Ｌ
年
に
文
京
に
来
ら
れ
、
本

年

．月
ま
で
英
語
を
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

羽
生
　
私
が
赴
任
し
た
だ
校
の
う
ち
四
校
は
第
四

学
区
で
す
。
ま
ず
ｒ
ｒ
ｌｉ
業
（六
年
）、
北
多
摩
高

校
（　
年
）、
志
村
高
校
（八
年
）、
高
島
高
校
（ト

年
）、
文
京
高
校
に
九
年
で
、
Ｅ
ｒ
Ｌ
業

・
北
多

摩

・
志
村
で
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
――――
を
、
高
島

・

文
京
で
は
テ
ニ
ス
部
の
顧
――――
を
し
ま
し
た
。
ス
キ

ー
も
得
意
で
す
よ
。

―
実
は
、
先
生
が
高
島
高
校
か
ら
文
京
に
転
勤
さ

れ
た
―――
、
私
の
始
が
高
島
高
校
に
在
学
し
て
お
り
、

「羽
生
先
生
と
い
う
良
い
先
生
が
文
京
に
転
勤
し
た

が
、
文
京
の
方
が
伝
統
も
あ
リ
レ
ベ
ル
も
高
い
か

ら
し
ょ
う
が
な
い
ね
」
と

口
っ
て
お
り
ま
し
た
。

北
多
摩
高
校
の
　
年
――ｌｌ
を
除
く
と
第
四
学
区
の
学

校
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
先
生
は
束

京
の
ご
出
身
で
す
か
。

羽
生
　
鹿
児
島
県
生
ま
れ
で
、
六
人
兄
弟
の
末
っ

ｒ
で
す
。
小
学
四
年
の
――Ｉ
Ｌ
京
し
、
都
立
立
川
高

校
か
ら
早
人
英
文
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
航
空
関

係
に
就
職
し
た
か

っ
た
の
で
す
が
、
当
時
は
不
況

生
　
和
　
政
　
先
生

（平
成
Ｌ
年
～
卜
六
年

・
英
語
、
六
卜
歳
）

で
採
用
が
な
か

っ
た
の
で
、
教
師
に
な
り
ま
し
た
。

文
京
が
最
後

の
勤
務

校

に

―
文
京
高
校
で
は
、
平
成
七
年
か
ら

．年
――――
、
ｍ

川
の
担
任
を
、
平
成
卜
年
か
ら
　
年
間
、
認
期
の

担
任
を
な
さ
い
ま
し
た
ね
。

羽
生
　
文
京
高
校
が
最
後
の
学
校
に
な
っ
た
の
は

大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
竹
内

・
渡
部

・
飯

沼

・
湯
潔

・
平
岩
先
生
な
ど
Ｏ
Ｂ
教
師
と
　
緒
に

な

っ
た
の
で
す
が
特
性
格
が
良
く
い
ろ
い
ろ
助
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
の
学
校
で
す
の
で
、

も

っ
と
楽
し
く
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。

五
年
―ｌｌｌ
担
任
を
し
、
知
ＩＵｌ
と
陀
期
を
卒
業
さ
せ
、

最
後
の
四
年
――――
は
生
徒
部
で
自
治
会
の
役
員
の
生

徒
達
と
接
す
る
こ
と
が
多
く
、
生
徒
総
会

・
文
化

祭
な
ど
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

丈
京
生
は
潜
在
能
力
は
あ
る
が
、
お
お
ら
か
で

の
ん
び
り
し
て
い
る
。　
．
浪
す
れ
ば
伸
び
ま
す
ね
。

今
年
の
卒
業
生
で
決
人
し
て
い
る
者
か
ら

，先
生

は
今
暇
な
の
だ
ろ
。
教
え
て
欲
し
い
」
と
声
が
か

か
り
ま
す
。

―
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
す
か
？

羽
生
　
そ
う
で
す
ね
。
本
人
だ
け
で
は
ど
う
し
て

も
わ
か
ら
な
い
点
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
喫
茶

店
で
行
っ
て
い
ま
す
。
文
京
生
の
英

‐
ｉｒｉ
に
つ
い
て

百
い
ま
す
と
、
１
割
の
生
徒
は
し
っ
か
り
勉
強
し

て
い
る
が
、
あ
と
の
Ｌ
制
の
底
Ｌ
げ
が
必
要
で
し

よ
う
。
文
京
の
教
師
メ
ン
バ
ー
は
良
い
し
、
体
制

も
で
き
て
い
る
。
文
京
で
は
オ
ー
ラ
ル
と
選
択
科

Ｈ
が
あ
り
英
語
の
好
き
な
生
徒
に
は
良
い
環
境
だ

と
思
い
ま
す
。
高
木
校
長
の
め
ざ
す

「中
堅
校
か

ら

．
ラ
ン
ク
あ
げ
よ
う
」
を
実
現
す
る
に
は
教
師

も
生
徒
も
も
う
ひ
と
が
ん
ば
り
が
必
要
で
し
ょ
う

が
…
…

毎
年

夏

休

み

に
は
自

費

で
英

米

に
研
修

に

―
先
生
は
現
在
、
都
の
教
育
庁
指
導
部
の
高
等
学

校
教
育
指
導
課
に
お
勤
め
で
す
ね
？

羽
生
　
月
卜
‐
日
（週
‐
Ｈ
）勤
務
で
す
。
都
立
高

校
に
は
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
英
語
教
師
が
　
校
　
名
ぐ

ら
い
の
制
で
い
る
の
で
す
が
、
１
分
の
　
の
学
校

で
は
側
別
に
は
採
用
等
が
で
き
な
い
と
い
う
の
で
、

都
で
年
間
約
百
人
採
用
し
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ

の
外
人
た
ち
と
面
接
し
登
録
さ
せ
、
四
月
以
降
各

学
校
に
紹
介
す
る
の
が
仕
■
で
す
。
実
際
に
授
業

が
始
ま
る
と
学
校
の
ニ
ー
ズ
と
外
人
教
師
の
性
格

等
が
合
わ
な
い
な
ど
の
問
題
が
起
こ
る
と
―――‐
に
人

っ
て
対
応
す
る
わ
け
で
す
。

―
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
外
人
と
話
を
さ
れ
る
の
で
す
か

ら
先
生
の
会
話
力
も
す
ば
ら
し
い
わ
け
で
す
ね

羽
生
　
毎
年
夏
休
み
に
は
　
週
間
ぐ
ら
い
、
英
米
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の
研
修
会
に
出
席
し
た
り
、
研
修
会
で
知
り
合
っ

た
友
達
の
所
に
行

っ
て
い
ま
す
。
特
に
シ
カ
ゴ
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
教
師
と
は
親
し
い
で
す
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
友
達
か
ら
は
９

・
Ｈ
の
直
後
に
そ
の

様
ｒ
を
出
い
た
Ｆ
紙
を
も
ら
い
、　
．
年
生
の
授
業

で
読
み
ま
し
た
ら
生
徒
も
感
動
し
ま
し
た
。

将
棋
の
羽
生
名
人
の
叔
父
さ
ん

―
先
生
は
将
棋
の
羽
生
名
人
の
叔
父
さ
ん
で
す
ね
。

羽
生
　
↓
‐‐治
は
次
兄
の
ｒ
で
す
。
兄
を
含
め
家
族

に
は
将
棋
を
す
る
者
は
誰
も
い
な
い
の
で
す
が
、

八
ｒ
ｒ
で
友
辻
に
教
え
て
も
ら
っ
て
始
め
た
よ
う

で
す
。
か
っ
て
は
Ｌ
冠
Ｅ
で
し
た
が
、
今
は
ほ
と

ん
ど
奪
わ
れ
て
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
…
…
。
タ

イ
ト
ル
を
取
っ
た
―――
は
卜
催
者
が
バ
ー
テ
ィ
を
開

く
の
で
親
戚
が
集
ま
る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
っ
て
く

れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

池
袋
の
喫
茶
談
話
室
で

―
よ
く
あ
ん
な
に
棋
語
を
億
え
て
い
ら
れ
ま
す
ね
。

羽
生
　
か
っ
て
き
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

，映
像
化
し
て
　
百
１
ほ
ど
読
む
」
と
の
答
え
で
し

た
が
、
私
に
は
実
感
で
き
ま
せ
ん
。

―
テ
ニ
ス
が
ご
趣
味
と
伺
い
ま
し
た
が

羽
生
　
区
の
テ
ニ
ス
の
大
会
に
は
出
ま
す
。
だ
五

歳
以
卜
の
部
で
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

演
劇
が
好
き
で
、
特
に
シ
ェ
ー
ク
ス
ヒ
ア
は
好
き

で
す
。　
．
作
品
が
　
～
１
時
―１１１
か
か
り
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
見
ま
し
た
。
演
劇
と

口
え
ば
丈
学
座

・

俳
優
座

・
民
共
等
を
徹
底
的
に
見
ま
し
た
。
し
か

し
演
劇
部
の
融
――――
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
指
導
カ

が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

数
々
の
青
春
群
像
に
出
会
う

―
文
京
‐――
代
に
記
憶
に
残
る
こ
と
は
？

羽
生
　
ｍ
期
で
は
Ｅ
組
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す

ね
。
人
概
陽
介
と
占
木
俊
郎
の
　
人
が
相
撲
取
り

の
よ
う
に
身
体
は
大
き
い
の
で
す
が
、
お
人
よ
じ

で
、
私
が
身
体
が
小
さ
い
も
の
で
す
か
ら
、
‐す
け

さ
ん
、
か
く
さ
ん
，
と

口
っ
て
学
級
委
員
を
や
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
体
育
祭
の
‐――
、
棒
倒
し
で
こ

の
　
人
に
芯
に
な
っ
て
も
ら
え
ば
負
け
な
か
っ
た
。

で
も
身
体
が
嘔
す
ぎ
て
た
る
の
は
苦
１
の
よ
う
で

す
。
　

学
期
に
な
る
と
米
山
元
気

（名
前
の
よ
う

に
元
気
な
男
）
な
ど
が

，自
分
に
仕
切
ら
せ
ろ
」

と
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

そ
う

Ｈ
え
ば
、
Ａ
組
の
成
沼
秀
人
４
は
丈
京
で

番
印
象
に
残
る
ｒ
の
　
人
で
す
。
生
徒
会
長
、

文
化
祭

・
体
育
祭
の
実
行
委
員
長
を
し
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
活
躍
す
る
ｒ
で
し
た
。
「授
業
の

中
身
を
充
実
し
ろ
‐
と
教
師
に
要
望
し
た
り
、

‐――

に
は
困
っ
て
い
る
生
徒
や
先
生
を
助
け
た
り
す
る

生
徒
で
し
た
が
、
本
年
の
　
月
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
ね
。
牛
式
は
人
気
者
だ

っ

た
の
で
、
参
列
者
が
多
く
告
悲
し
ん
で
い
ま
し
た
。

浅
沼
君
か
ら
は
色
々
教
わ
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

陀
期
で
は
、
ノ
ー
マ
ン
ド

・
ケ
ン
。
「先
生
も
う

少
し
発
計
良
く
し
ろ
よ
」
と

口
う
の
で
、
「俺
は
ま

だ
良
い
ほ
う
だ
ろ
う
¨
と
言
う
と

‐　
応
認
め
る

が
…
…
」
な
ん
て

‐
ｉ
う
。
今
は
あ
る
大
学
の
ス
ヘ

イ
ン
語
科
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
就
職
活
動
が
忙

し
い
の
か
最
近
は
顔
を
見
せ
ま
せ
ん
が
…
…

―
今
の
文
京
生
に
希
望
さ
れ
る
こ
と
は

羽
生
　
教
師
生
活
最
後
の
挨
拶
で
述
べ
た
の
で
す

が
、
文
京
生
は
滞
在
力
が
あ
り
性
格
も
良
い
の
で

す
が
、
も
う
少
し
粘
り
と
Ｈ
標
を
持
て
ば
素
晴
ら

し
い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
欲

し
い
。

極
力
若
い
同
窓
生
が
学
ん
だ
先
生
に
登
場
願
い

た
く
本
年
―
月
の
六
卜
歳
定
年
ま
で
お
ら
れ
た
羽

生
先
生
に
、
絆
い
同
窓
生
に
代
わ
っ
て
お
会
い
し

ま
し
た
。
し
月
　
バ
＝
（
日
）の
午
後
Ｌ
時
～
九
時

ま
で
、
池
袋
の
喫
茶
店
で
、
初
対
面
で
す
が
、　
．

時
―ｌｌｌ
の
お
約
束
が
　
時
間
に
延
び
た
よ
う
に
楽
し

く
お
話
を
何
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
じ
世
代

（先
生
の
方
が
　
歳
お
若
い
）
で
味
わ
っ
た
空
気
が

同
じ
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
…
…
。

（‐２
期
Ｃ
組
　
杉
本
　
安
弘
）



丈京 トヒックス

文
京
高
校
に
赴
任
し
て

比
崚
的
新
し
い
学
校
を
　
一］
数
年
―ｌｌｌ
歩

い
て
き
た
私
に
と

っ
て
は
、
六
四
年
の
伝

統
の
あ
る
文
京
に
赴
任
で
き
る
の
は
楽
し

み
の
　
つ
で
し
た
。
そ
の
文
京
に
着
任
し

て
、
ャ
せ
な
数
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た

四
月
　
日
の
り

‐―リー
、
本
校
正
円
を

べ
っ

た
瞬
――――
、
全
身
に
何
と
も

口え
な
い
微
か

だ
が
失
や
か
な
も
の
が
駆
け
抜
け
た
の
を

今
も
思
い
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、　

ｌｌｉ
面
体

台
館
の

「中
点
之

す
・　
援
校
」

・
ＩＩ
．
‥
７
を
叶

え
る
通
り
通
‐
の

‐Ｆ‥
れ
な
は
、
都
ゥ

高
校
改
■

の
流
れ
の
具
体
的
な
現
れ
と
し

て
、
新
し
い
歩
み
を
始
め
た
ぇ
京
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
私
に
と

っ
て
の
新
転
地
！

校
訓

，至
誠
　
員

，
の
ド
、
第
　
東
京

市
立
中
学
校
を
前
身
と
し
た
丈
京
は
、
す

で
に
卒
来
■
を
　
万
人
以
Ｌ
■
出
し
、
そ

し
て
争
ま
で
築
か
れ
た
校
風
と
栄
光
の
鷹

史
は
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
牛

は
も
と
よ
り
、
現
役
生
徒
や
教
職
ｉｔ
に
受

け
継
が
れ
、
ま
さ
に
誇
り
と
な
り
、
心
の

支
え
と
も
な

っ
て
い
る
こ
と
を
、
教
＝
に

し
て
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
．

な
ぜ

∵
　
――
（体
的
に
は
、
生
徒
諸
付
の

快
活
さ
、
Ｌ
暉
講
習
や
向
習
室
な
ど
で
積

極
的
に
勉
学
に
励
む
姿
、
放
課
後
や
週
末

も
活
動
す
る
部
活
動
の
多
さ
と
そ
れ
に
参

副
校
長
　
下
條
　
降
史

加
活
動
す
る
生
徒

の
数
、
休
台
祭
で
観
た

団
体
活
動
の
よ
さ
と
行
中
に
か
け
る
生
徒

の
意
気
込
み
、
そ
し
て
瞼
で
支
え
る
先
生

方

の
Ｌ
摯
な
姿
や
教
育
に
対
す
る
情
熱
あ

る
数
々
の
取
り
組
み
な
ど
を
日
の
当
た
り

に
し
て
、
私
が
感
じ
収
っ
た
も
の
で
し
た
。

素

晴

ら

し

い
同

窓

会

の
支

援

体

制

加
え
て
、
同
窓
会
に
よ
る
生
徒
や
学
校

に
対
す
る
支
援
体
制
も
ネ
晴
ら
し
く
，
生

徒
が
安
心
し
、自
分
の
成
長
を
期
――
し
て
、

学
校
生
活
を
常
め
る
よ
う
に
と
、
日
頃
行

わ
れ
て
い
る
熱
心
な
同
窓
会

の
活
動
も
、

私

の
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
の
に

，
分
で
し

た
．同

窓
会

の
存
在
意
ム
は
、
伝
統
と
栄
ん
、

そ
し
て
郷
愁
や
そ
こ
に
属
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
利
を
求
め
る
の
で
な
く
、
優
れ
た
先

■
に
知
遇
を

，１１
て
教
え
を
受
け
る
こ
と
に

あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

本
校
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
―～，―
窓
会
役

員
会

・
幹
“
会
等
に
も
如
実
に
入
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

同
窓
会
ｉｔ
出
氏
の
後
ろ
姿
と
様
々
な
活
動

や
各
界
の
活
躍
か
、
今
在
ｍ
し
て
い
る
現

役
生
に
０
と
志
を
持
た
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
は

日
う
に
及
び
ま
せ
ん
．

先
日
、
学
校
肛
＝
連
絡
協
議
会
で
、
あ

る
委
員
が

‐最
近
、
自
分
が
卒
来
し
た
文

京
の
名
前
を
自
缶
持

っ
て

‐‐
え
る
よ
う
に

な

っ
た
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
機
に
さ
ら
に
先
■
方
の
築
か
れ
た
伝

統
と
栄
光

の
名
に
恥
じ
な
い
文
京
に
し
て

い
く
た
め
、
私
も
本
社
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
に
尽
力
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
本
校
の
た
め
、
ご
支
援
と

ご
協
力
、
一．∵
”
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

今
後
と
も
本
校

の
た
め
、
ご
支
援
と
ご
協

力
、
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
度

職
員
人
事
異
動

今
年
も
四
名

の
先
生
が
選
職
、

リー
，
ｔ
＝
教

頭
が
　
宅
高
校
ｋ
に
栄
転
さ
れ
た
他
九
名

の
先
生
が
新
し
い
職
場
に
怯
出
さ
れ
ま
し

た
．
　

方
、
卜
六
名
の
副
校
長
は
じ
め
先

生
が
新
し
く
文
京
に
こ
ら
れ
ま
し
た
．

◎
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

嗅
山
　
利
Ｌ

　

生
物

（平
成
Ю
年
ヽ
）

Ｈ牛
′ヽ
」出
に

田
村
　
Ｆ

ｔｉ！
　

美
術

（平
成
６
年
ヽ
）

＝
宮

‐―――
に

羽
生
　
和
政

　

共
語

（平
成
７
年
ヽ
）

教
育
庁
指
■
部
ヘ

〈
百
枚
智
ｒ

　

共

‐
ｉｆｌ

（平
成
Ю
年
～
）川

高
へ

◎
は
じ
め
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く

ド
条
　
降
史
　
副
校
ｋ

斎
藤
　
安
教
　
＝
ハ出

小
川
　
優
ｒ
　
国
語

市
川
　
細
代
　
＝
史

原
Ⅲ
　
博
ｒ
　
枚
学

喬
取
　
良
平
　
数
学

村
越
　
直
樹
　
物
理

双
本
　
泰
男
　
物
理

飛
―――
　
　
丞
　
化
子

亀
山
　
降
行
　
生
物

鬼
木
　
　
徹
　
保
体

速
山
　
厚
史
　
■
術

宮
崎
　
ャ
′ｒ
　
拠

・，
イー

＝
村
　
実
ｒ
　
共

，‐
――

賀
谷
忠
共
ｒ
　
英
語

伊
藤
　
仕
ｒ
　
養
エ

″叫
Ｆ́
　
　
衛

　

保
体

高
橋
　
純
た

　

地
学

岡
本
　
澄
”

　

物
理

佐
藤
　
仲
雄

　

数
学

黒
滞
Ｌ
本
人

　

教
頭

小
泉
　
淑
ｒ

　

ｌｌｌｌ
語

鈴
木
　
公
た

　

国
出

沼
Ⅲ
　
贅
　
　
数
学

物
理

武
＝
　
明
憲

　

化
学

（平
成
Ｈ
年
ヽ
）

（平
成
Ｈ
年
ヽ
）

（平
成
＝
年
ヽ
）

（平
成
Ｈ
年
ヽ
）

（平
成
Ｈ
年
ヽ
）

宅
高
性
ｋ
に

（平
成
３
年
ヽ
）

高
】“
出
に

へ平
成
Ｒ
年
～
）

飛
鳥
一出
に

（平
成
ヽ
年
ヽ
）

に
川
高
に

（平
成
ヽ
年
～
）

半
Ⅲ
に
高
に

（ャ
成
Ｈ
年
～
）

葛
飾
商
品
に

―――
無
ｒ
品
よ
り

紅
彙
川

～―――
よ
り

江
北
高
よ
り

小
岩

‐ｌｌｉ
よ
り

白
叫
高
よ
り

月
中

‐ｌｌｉ
よ
り

人
泉
北

‐ｌｌｉ
よ
り

江
戸
川
高
よ
り

志
村
高
よ
り

第
四
商
品
よ
り

■
島
高
よ
り

Ｈ
比
谷

‐―――
よ
り

＝
比
谷

‐―――
よ
り

池
袋
商

‐―――
よ
り

板
橋
高
よ
り

代
々
本
高
よ
り

コ
ン
ビ
ニ
が
出
張
販
売
！

昨
年
か
ら
、
昼
休
み
に
セ
ツ
ン
イ
レ
ブ

ン
が
談
話

コ
ー
ナ
ー
で
出
張
販
売
を
始
め

ま
し
た
。
ま
た
永
年
、
在
校
生
の
多
く
が

″
望
し
て
き
た
飲
み
物

の
自
販
機
設
出
が

つ
い
に
今
年
度
実
現
し
ま
し
た
．
市
価
よ

り
　
０
円
安
い
ば
か
り
か
、
空
き
―――
を
返

却
す
れ
ば
ｔ
に
卜
円
が

戻
り
ま
す
．

ツ
】



紫筍 第 17号

|

|

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

都

一
部
大
会
に
出
場

現
在
、
　

年
十
名
、
　

年
Ｌ
名
、
　

年

九
名
の

‐
――
　
六
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
．

平
日
の
練
習
は
、
”

Ｆ́
バ
レ
ー
と
　
面
を

分
け
て
練
習
す
る
た
め
、
全
面
を
他
え
る

の
は
わ
ず
か
　
い
分
＝
度
と
い
う
き
び
し

い
条
件
で
行

っ
て
い
ま
す
．
し
た
が

っ
て
、

短
い
練
習
時
――――
を
集
中
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
．
休
ま
ず
全
力
で
練

習
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
．

部
の
Ｈ
標
と
し
て
は
　
常
に
　
部
大
会

に
出
場
し
、
部
で
ベ
ス
ト
セ
以
卜
に
入
る

こ
と

，
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
今
年
の
チ
ー

ム
は
、

部
大
会
に
は
出
場
し
ま
し
た
が
、

ベ
ス
ト
躍
に
は
あ
と
　
歩
で

，―――
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
勝
負
ど
こ
ろ
で
の
弱
さ
が
勝
敗

を
分
け
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
、
新

チ
ー
ム
に
な
り
、
改
め
て
＝
標
達
成
の
た

め
、
練
習
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
生
の
生
活
の
中
で
、
人
明
に

し
て
ほ
し
い
　
本
社
を
部
員
に
伝
え
て
い

ま
す
．
そ
れ
は

，誠
実
て
「礼
儀
　
‐感
謝
・

と
い
う
　
つ
の
，
Ｈ菓
で
す
．
ど
ん
な
ス
ホ

ー

ツ
で
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
と
り
わ
け
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
う
朱

＝
ス
ホ
ー
ツ
を
や
る
Ｌ
で
、
こ
の
　
つ
の

日
彙

の
も

つ
意
味
を
き
ち
ん
と
お
さ
え

て
、
川
り
の
人
や
チ
ー
ム
と
関
わ

っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ

で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後

の
椰
と
し
て
、
ャ

せ
な
人
生
を
送

っ
て
く
れ
た
ら
、
と
心
か

ら
望
ん
で
い
ま
す
．

（戯
―ｌｌｉ
　
藤
九
俊
宏
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

二
年
目
の
挑
戦

文
京
を
卒
業
し
て
　
　
年
の
月
＝
が
過

ぎ
、
教
Ｌ
と
し
て
け
校
に
民
り
、
バ
ス
ヶ

ツ
ト
ホ
ー
ル
部

の
顧
――１１
を
務
め
て
　
年
か

終
り
ま
し
た
．

杵
任
し
た
―――
は
　
　
年
前
を
思
い
出
し

あ
る
意
味
胸
を
踊
ら
せ
て
指
導
に
望
み
よ

し
た
．
と
こ
ろ
が
、
定
時
制
と
の
取
り
決

め
で
五

―――
ま
で
し
か
練
習
が
で
き
ず
、
満

足
の
い
く
練
習
効
果
が
卜
が
ら
な
い
。
こ

れ
で
は
、
能
力
を
も
っ
た
選
ｉ
辻
が
ノＪ
を

発
椰
す
る
■
が
で
き
ず
に
悔
し
い
思
い
を

す
る
の
で
は
？
　
危
機
的
状
況
の
中
で
も

選
―
達
は
そ
の
程
度
の
練
習
で
充
分
―
‐
１
動

し
て
い
る
気
持
ち
に
な

っ
て
い
て
、
そ
れ

以
卜
の
繰
習
意
欲
が
鴻
い
て
こ
な
い
、
そ

ん
な
毎
日
で
し
た
．

今
年
は
、
昨
年
を
振
り
返

っ
て
新
　
年

生
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
精
神
で
全
力
投

球

で
の
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

「
の
ｏ
】ズ
一〓
オ
）●
　
∩
ｏ
一一
０
●
●
ご
“
〓

）^〓

，
ラ
Ｆ
一●
一″８

一
こ
の
　
つ
を
絶
え
ず
頭

に
人
れ
て
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．

こ
の

‐‐彙
は
、
私
が
高
校
―――
代
に
思
帥
で

あ
る
渡
辺
秀
俊
先
生
が
絶
え
ず

口
っ
て
い

た
　
つ
の
Ｃ
で
す
っ
今
年

の
た
月
Ｌ
＝
に

多
く
の
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｃ
の
方
々
に
１１１
し
ま
れ

て
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

文
京
高
校
バ
ス
ヶ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
伝

統
を
築
き
Ｌ
げ
た
先
生
の
精
神
（
ハ
ー
ト
）

を
受
け
継
ぎ
私
の
　
年
＝
の
挑
戦
は
始
ま

り
ま
し
た
．
応
援

を
お
願

い
し
ま
す
。

，
ハ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
賭
け
る
！
‐
丈

京
生
を
育
て
ま
す
。
（顧
――――
　
柳
膵
仲
明
）

サ
ッ
カ
ー
部

都
大
会
常
連
校
に
！

現
在
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
　

年
生
卜
六
名
、

年
生
十
四
名
、
　

年
生
　
　
名

（各
十
年

と
も
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
含
む
）
総
勢
″
　
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
「

チ
ー
ム
の
＝
標
は

，都
大
会
常
連
校

こ
こ
最
近
　
～
　
年
に
　
国
は
支
部
予
選

や
地
区
ｒ
選
を
突
破
し
て
部
ｒ
選
に
出
場
し

て
い
る
状
況
か
ら
　
歩
進
め
て

，
て
の
大
会

で
の
都
大
会
出
場
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
．

昨
年
度
か
ら
の
戦
績
は
次
の
通
り
で
す
。

●
　
０
０
　
年
度
総
体
業
部
ｒ
選
突
破
、
総

体
都
ｒ
選
　
回
戦
敗
退

（対
部
立
館
ド

●
　
０
０
　
年
度
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
格
地

区
，
選
　
―‐‐―
戦
敗
退

対́
京
市
）

●
　
０
０
１
年
度
高
校
新
入
戦
地
区
ｉ
選

回
戦
敗
退

（対
都
立
小
石
川
）

●
　
い
一０
四
年
度
総
体
支
部
予
選
　
‐‐，―
戦
敗

退

（対
都
立
江
北
）

●
Ｄ
●
ｏ
リ
ー
グ

（中
央

・
足
立

・
文
京

・
中
島
区
の
卜
八
歳
以
ド
で
構
成
さ
れ

る
チ
ー
ム
に
よ
り
構
成
．）
　

〇
〇
　
年

度
後
期
　
部
リ
ー
グ
　
位
．
　

０
０
四

年
度

――ｌｉ
ｌＵｉ
は
　
部
リ
ー
グ

ヘ
昇
條

●
Ｄ
ｔｉ
Ｏ
リ
ー
グ
　
・ｏ
Ｏ
四
年
度
前
期
　
部

リ
ー
グ
第
八
位
．

ま
た
今
年
度
か
ら
定
時
制
の
先
生
や
０
３

な
ど
の
協
力
に
よ
リ
コ
ー
チ
陣
も
充
実
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
‐都
大
会
常
迎
校
に
！
ヽ

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
生
徒
、
ｍ
ｌｌｌｌ
一
コ
ー
チ
陣

札
と
な
っ
て
＝
々
の
練
＝
に
励
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
　

　

（山
――――
　
梶
山
嘉
則
）

野
球
部

ベ
ス
ト
８
の
が
す
――

Ｌ
の
大
会
の
敗
戦
の
翌
日
か
ら
、
新
チ
ー

ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
．
，叩
′●
国
で
校
歌

を
歌
う
‐
と
い
う
Ｈ
標
を
立
て
、
達
成
に
向

け
て
の
旧
チ
ー
ム
の
　
年
を
ふ
り
返
る
と
、

つ
の
壁
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。　
　
つ

日
の
Ｌ
は
意
識
の
■
で
あ
る
。
Ｈ
標
設
定
に

無
理
が
あ
っ
た
の
で
は
？
　
＝
標
は
達
成
さ

れ
る
た
め
に
、
立
て
る
の
で
あ
る
が
、
心
の

ど
こ
か
で
達
成
で
き
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず

立
て
る
か
と
い
う
無
意
識
が
働
い
た
の
で
は

な
い
か
？
　
達
成
さ
せ
る
日
標
と
立
て
る
＝

標
に
ズ
レ
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
　

つ

＝
の
唯
は
練
習
曝
で
あ
る
″
チ
ー
ム
が
強
く

な
る
に
は
、
強
い
個
人
が
必
要
で
あ
る
．
強

い
個
人
を
支
え
て
い
る
の
は

「線
習
は
ウ
ツ

つ
か
な
い
」
と
い
う
信
念
と
実
践
で
あ
る
。

定
時
制
併
設
に
よ
る
練
習
場
確
保
の
難
し
さ

を
、
個
人
の
自
卜
性
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

――‐
朝
練
習
、
家
で
の
素
振
り
な
ど

は
、
し
て
い
な
け
れ
ば
勝
負
に
な
ら
な
い
こ

と
は
、
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
　
年
―ｌｌｌ
を
ふ

り
返
る
と
、
Ｌ
の
大
会
　
年
連
続
初
戦
負
け

と
い
う
屈
辱
の
中
で
、
１
年
生
は
本
当
に
よ

く
戦

っ
て
く
れ
た
。
人
変
感
謝
し
て
い
る
。

欲
を

＝え
ば
、
ベ
ス
ト
ヽ
以
卜
の
結
果
を
出

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
指
導
の
＝
さ

を
悔
い
て
い
る
。
新
チ
ー
ム
は
、
＝
チ
ー
ム

の
戦
う
姿
勢
を
引
き
継
い
で
欲
し
い
．
Ｈ
標

を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
、
自
分
の
中
に
あ
る

「＝
さ
」
を
排
除
し
て
、
「意
識
」、
，自
Ｌ
ＩＩ‐
」

と
い
う
こ
と
を
入
明
に
し
て
欲
し
い
。
日
標

は
達
成
さ
せ
る
と
い
う
―
‐
…
念
で
、
毎
日
を
出

み
重
ね
て
欲
し
い
。
　

（山
――――
　
平
岩
　
ｒ
）

13
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同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
オ
ー
プ
ン

野
球
部
後
援
会

「球
紫
会
」
ホ
‥
ム
ペ
ー
ジ

駒
込
の
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

「駒
込
界
隈
」

1,● 1`雪..          .

`歯

111n     `,    .    ,  .

―
D

釣
人
必
見

「沖
釣
り
房
総
族
」

ｍ
ｌリＩ
Ｂ
組
の
笠
原
＝
山
さ
ん
が
運
営
し

て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
釣
人
向
け
サ
イ
ト
．
ト

年
前
に
房
総
半
島
中
心
に
あ
た
る
久
留

り
に
引
越
し
、
趣
味
の
釣
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
平
成
卜
　
年
に
サ
イ
ト
を
立
ち
Ｌ
げ

た
．
管
理
人
て
　
／

　

ヽ
船
宿

紹
介
、

つ
札
さ
ん
が
新

　

Ｏｕ

　

自
己
記
録
ま
で

記
録
の
Ｌ
』
の
　
ｋｉｂ

　

房
総
で
の
釣
り

典
鯛
を
釣

っ
た
　
・０

　

＝
報
が
極
め
細

話
な
ど

、釣
行

　

ｐ／

　

や
か
に
載

っ
て

記

Ｌ

フ
ロ
の
　

ｅ
．

い

る
　

特

に

料
理
師
と
は
辻

　

ｅ
・
ｎ

　

，
て
つ
丸
厨

房
‐

う
漁
師
料
理
の
　

ｈ
）

は
魚
の
ド
ろ
し

教

々

の
紹

介
　
絲
当
　
方
か
ら
和
食
、

「
釣

り
師
料
理
　
ｂ

　

欧
風
料
理
の
中‐‐
‐

て

っ
丸

厨

房
‐

５ｅ
　

広
い
レ

ン
ピ
が

房
総
半
島
の
共

　

Ｗ

　

あ
り
、
料
理
好

味
し
い
ラ
ー
ス

　

中̈
　

き
に
は
参
考
に

ンヽ
離

の

紹

介
　
〃

　

な
る
．
ま
た
鋤

‘沖

房
ら
―
め
　

ｔｐ

　
期
の
女
性
か
ら

ん
」
や
推
薦
ヽ
　
ｈ
¨
　

の
要
望

で
、
ケ

ー
タ
イ
で
簡
中
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

に
ク
ラ
ス
別
掲
示
版
も
出
来
て
い
る
。
笠

原
さ
ん
の
Ｂ
組
の
掲
示
板
は
、
現
イー…
も
な

か
な
か
活
発
に
活
動
中
．

轟 轟
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回
窓
落
語
大
百
科
事
典
「だ
く
だ
く
」

＝
期
Ｃ
組
の
橋
本
八
郎
さ
ん
、
ご
存
知

．
遊
キ
ーーーー
窓

（え
ん
そ
う
）
師
―′ｉｌ
の
ホ
ー

ム
ベ
ー
ジ
．
昭
和
四
四
年
、
典
打
に
界
進

し
ｉ
遊
亭
側
窓
を
襲
名
、
四
八
年
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク

、同
窓
五
百
噺
を
聴
く
会
」
を
名

古
屋
の
含
笑
■
　
　
　
　
ヽ
年
、

ｌｔｌｌ
窓
の

に

て

ス

タ

ー
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

鉄
道
マ
ニ
ア
に
は
「鉄
道
研
究
部
」
　

吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会

「文
吹
〈
至

【ビ
ー
ウ
ェ
ル
イ
ン
タ
‥
ナ
シ
ョ
ナ
ル
】

チ

エ
ツ
ク
　
ヽ
　
　
　
　
廃
部
の
危
機
が

あ
る
、
と
い
う
の
が

．
般
的
な

「鉄
研

，

の
特
徴
と
い
え
る
．
し
か
し
、
　

度

こ
の

ジ
ャ
ン
ル
に
足
を
踏
み
入
れ
た
青
は
、
生

江
こ
の
道
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
無
い
の
で

は
な
い
か
．
こ
こ
で
鉄
道
体
験
を
．

¨
¨

＾

¨
　

一

まなl無
し`
倉世出そ讐分な五児ミ俺五↑りi霜
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歓
迎
Ｈ
５６
期
同
窓
会
新
入
会
員

文
京
が
母
校
に
な
っ
て
良
か
っ
た
　
　
文
京
で
友
が
で
き
、
学
校
が
好
き
に
な
っ
た

岩
淵
玲
ｒ

（∬
期
Ｅ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
―――
村
忠
利
ｒ

（恥
川
Ｄ
）
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員
市
な
占
芥
時
代
を
こ
ん
な
に
も
素
晴

ら
し
い
場
所
で
過
ご
せ
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
短
い
と
い
え
ど
も

１
年
――――
は
あ
っ
た
わ
け
で
、
多
少
悩
ん
だ

り
、
怒
ら
れ
た
り
、
泣
い
た
り
も
し
た
け

れ
ど
、
私
の
文
京
ラ
イ
フ
は
と
て
も
楽
し

く
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

こ
ん
な
に
も
楽
し
さ
、
十
せ
を
感
じ
ら

れ
る
の
は
私
に
人
生
の
中
で
こ
れ
が
最
初

で
最
後
か
も
知
れ
な
い
と
思

っ
て
し
ま
う

ほ
ど
で
す
．

そ
れ
ほ
ど
、
み
ん
な
と
過
ご
し
た
日
々
、

そ
の
全
て
が
思
い
出
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

私
が
歩
む
道

へ
の
糧
と
な
り
、　
一
番
の
宝

物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
春
、
自
分
の
夢
を
叶
え
る
た

め
に
も
決
人
の
道
を
選
び
＝
標
の
入
学
に

向
け
て
受
験
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
．
ほ

ぼ
自
宅
浪
人
の
状
態
な
の
で
気
持
ち
の
面

で
も
正
直
つ
ら
い
と
思
う
■
は
あ
り
ま
す
．

で
も
、
文
京
に
い
た
か
ら
こ
そ
自
分
の
決

め
た
通

へ
突
き
進
む
強
さ
が
持
て
た
し
、

今
も
勉
強
を
頑
張
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
．

今
の
自
分
が
あ
る
の
は

――、
校
―――
代
あ

っ
て

こ
そ
だ
か
ら
皆
に
感
謝
し
て
い
ま
す
¨

■
期
に
入
学
で
き
て
良
か
っ
た
。
　

年

Ｆ
糾
で
良
か
っ
た
．　
ハ
レ
ー
部
に
入
っ
て

良
か

っ
た
。
　

年
Ｅ
細
で
良
か

っ
た
．

年
Ｅ
組
で
良
か
っ
た
．
先
生
に
出
会
え
て

良
か

っ
た
．
友
辻

み
ん
な
に
出
会
え
て
良

か
っ
た
．

こ
こ
が
け
校
に
な

っ
て
良
か

っ
た
．

私
は

入
学
し
た
頃
友
辻
が
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
楽
し
か
っ
た
中
学
―――
代
が
懐
か
し

く
て
新
し
い
ク
ラ
ス
に
馴
染
も
う
と
し
な

か

っ
た
か
ら
で
す
。
結
局
　
学
期
が
始
ま

る
頃
ま
で
独
り
で
過
ご
し
、
学
校
な
ん
で

楽
し
く
な
い
し
嫌
い
で
し
た
．
け
な
ど
あ

る
時
、
ふ
と
し
た
キ
ッ
カ
ケ
で
行
動
を
共

に
す
る
ｒ
が
現
れ
ま
し
た
。
学
校
に
ま
と

も
な
友
辻
が
い
な
か
っ
た
私
は
、
最
初
は

と
り
あ
え
ず
付
き
合

っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
ｒ
と
は
そ
の
後

べ
っ
た
り
に
な
り
、

争
も
友
達
で
す
。
そ
れ
を
境
に
私

の
高
校

生
活
は
突
然
色
が

つ
い
た
様
に
変
わ
り
ま

し
た
。
す
る
と
今
度
は
友
辻
が
増
え
、
嘘

み
た
い
に
学
校
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
．

私
は
今
年
、
大
学
で
空
Ｆ
を
始
め
ま
し
た
。

昨
年
の
へ
′
Ｌ
は
想
像
も
で
き
な
か

っ
た
け

ど
、
い
ざ
始
め
て
み
た
ら
気
持
ち
が
凛
と

し
て
、
日
本
人
な
自
分
に
酔

っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
現
状
を
変
え
る
に
は
キ
ッ
カ
ケ

が
必
要
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
ど
う
生
か
す

か
は
自
分
次
第
で
す
。
そ
れ
が
、
高
校

年
――１１
で
私
が
体
で
党
え
た
■
で
す
．
高
校

生
活
は
１
年
間
で
終
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
そ
の
――１１
に
得
た
知
識
、
知
恵
、
経
験

や
思
い
出
な
ど
＝
に
見
え
な
い
物
か
ら
、

友
辻
な
ど
＝
に
見
え
る
物
ま
で
が
財
オ
と

し
て
残
り
ま
す
。
私
が
色
々
な
想
い
で
得

て
き
た
文
京
に
関
わ
る
全
て
を
今
と
て
も

人
切
に
し
て
い
る
し
、
今
後
も
そ
う
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
¨

（法
政
大
学
　
文
学
部
心
理
学
科
　
　
年
）
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Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
就
任
し
て

小
林
洋

＾
郎
（‘
期
Ｂ
）

私
は
卒
業
し
て
約
四
〇
年
に
な
り
ま
す

が
、
卒
業
後
も
野
球
部
の
コ
ー
チ
や
０
ト

会

の
世
話
な
ど
を
し
て
お
り
ま
し
た

の

で
、
け
校
の
歴
史
を
ず

っ
と
兄
て
き
ま
し

た
。学

校
＝
制
度
に
な

っ
て
か
ら
の
都
立
高

の
洲
落
は
人
き
く
歯
が
ゆ

い
も
の
で
し

た
。
し
か
し
昨
今
や
や
Ｌ
＝
気
迦
も
見
え

始
め
た
と
こ
ろ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
高
本

校
長
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

ご
水
知
の
と
お
り
校
長
先
生
は
文
京
を

文
武

―‐―‐ｉ
通
の
出
の
よ
う
な
活
気
あ
る
学
校

に
し
た
い
と
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
実
行
し

て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
先
生
に
協
力
し
た

く
、
愚
息
が
　
年
生

に
な
り
ま
し
た
の
で

‐
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
、
な
り

，
が
い
な
か

っ

た
ら
な

っ
て
み
る
か
」
と
同
窓
会
の
役
員

会
で
つ
ぶ
や
い
た
と
こ
ろ
実
現
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

我
が
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
活
発
で
、
広

報

‐
ｉ
，
ょ

「む
ら
さ
き
に
は
何
年
■
を
贖
い
て

い
ま
す
し
、
各
委
ｌｔ
会
や
学
年
会
も
多
勢

の
お
け
さ
ん
方
に
よ
っ
て
活
発
に
迎
常
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
私
の
―‥
な
役
＝
は
Ｌ
部

組
織

（Ｉ
Ｐ
連
、
都
高
Ｐ
連
、
全
高
Ｐ
連
）

の
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
で
す
。

都
立
校
は
中
高
　
員

・
合
―サー

・
廃
校
な

ど
画
編
成

の
時
ＩＵｌ
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

我
が
校
が
そ
の
対
象
と
な
ら
ぬ
よ
う
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
同
窓
会
の
繋
ぎ
役
と
し
て
学
校
を
バ

ッ
ク
ア

ッ
フ
し
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。
特
様
の
関
心
を
け
校
に
向
け
て
い
た

だ
け
れ
ば
十
い
で
す
．

平
成
十
六
年
度
同
窓
会
役
員
・常
任
幹
事
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総
務
担
当
部
長

会
計
押
当
部
長

会
報
担
当
部
長

名
簿
―――
当
部
長

矢

い
担
当
部
長

広
報
担
当
部
長

監
　
　
合

＝
任
幹
¨

静
谷
　
哺
人

（Ⅲ
四
―リー
じ

檀
本
　
ヤ

　

（ハ
ー
ｌｕ‐
じ

片
尾
　
辿
治

（＝
期
Ａ
）

村
崎
　
悦
′Ｉ

（＝
期
Ｅ
）

杉
本
　
安
弘

（祀
期
Ｃ
）

瓶
　
鋭

　

（＝
期
Ｃ
）

梶
野
　
茂
”

（円
期
Ａ
）

鈴
木
　
　
７

（＝
期
Ｃ
）

人
野
　
公
代

（円
期
Ｂ
）

娘
　
　
紘
矢

（＝
―リＩ
Ｄ
）

小
林
洋
　
郎

（
ド
則
Ｂ
）

小
野
　
宙
雄

（％
ＩＵｌ
Ｈ
）

川
中
　
良
長

（劇
則
Ｄ
）

有
賀
　
臓

Ｆ́

（２
期
ド
）

榊

　

↑１１

　

（
４
１Ｕｉ
Ｆ
）

椎
名
　
健

　

（３
期
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一

占
本
　
　
郎

（６
期
Ｂ
）

塩
川
　
仕

―ｌｌ
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期
Ｃ
）

山
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忠
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（７
‐Ｕ‐
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）

人
野
　
　
透

（鱒
期
＝
）

山
日
Ｌ
樹
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（四
則
Ｄ
）

白
川
洋
次
郎

（
２
期
Ｅ
）

餃
沼
　
■
人
雄

（“
期
Ｃ
）

棋
山
　
和
入

（＝
則
Ｃ
）

金
山
　
誠
ｒｉ

（昴
期
Ａ
）

相
川
　
政
■

（
パ
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Ａ
）

根
木
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師
代

（
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則
Ａ
）

平
岩
　
　
ｒ

（耀
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Ｈ
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河
野
　
　
郎

（２
期
Ａ
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は
澤
　
靖
人

（
２
期
ｃ
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太
田
　
敏
人

（３
期
Ａ
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敏
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Ｄ
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同窓会ニュース

第
二
回
文
落
連
笑
涯
楽
習
に
出
席
し
て

．
月
卜
　
＝
（Ｌ
）午
後
　
時
か
ら
け
校

教
室
で
第
　
―‥‐―
文
落
連
笑
江
楽
習
が
開
催

さ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
金

Ｆ́
国
昭
氏

（
＝
川
Ｆ
）
に
よ
る

「け
校
川
辺
地
域

一
巣

鴨
一
の
占
物

‘ｉ
ｒｉ
　
で
、
　

有
名

の
生
徒
が

熱
心
に
受
出
し
た
　
以
ド
、
出
席
さ
れ
た

岩
本

つ
ぐ
江
さ
ん
（１７
川
Ｇ
）
の
報
告
．

昨
年
は
赤
坂
先
生

の
ロ
ー
マ
字

の
品
、

国
語
辞
典
の
山
い
方
、
江

Ｐ

”彙
の
こ
と

な
ど
の
話
の
中
に
入
け
が
日
ず
さ
ん
で
い

た

日燎
遊
び
あ

っ
た
こ
と
に
新
鮮
な
驚
き

を
感
じ
ま
し
た
．

今
年

の
テ
ー
マ
は
金
′●
さ
ん
の

，け
校

川
辺
地
域

一
巣
鴨
一
の
片
物
語
ヽ
と
い
う

こ
と
で
ど
の
よ
う
な
話
だ
ろ
う
と
、
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
飯
塚
級
長

の
司
会
で
始
ま

っ
た
第
　
回
丈
落
迎
笑
涯

楽
習
は
、
指
さ
ん
の
近
況
や
昨
年
の
計
演

の
感
想
な
ど
の
あ
と
、
金
ｒ
さ
ん
の
お
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

――
、
キ
板
に
引
か
れ
た

だ
い
セ
ン
チ
を
百
年
と
す
る
‐――
間
の
ス
ケ

ー
ル
で
、
そ
の
―――
代
じ
だ
い
の
卜
な
出
来

■
を
年
人
風
に

小
し
、
時
間
の
流
れ
と
い

う
も
の
が
と
て
も
解
か
り
や
す
い
説
明
で

‐ト
シ
マ
」
が
万
嗅
集
や
風
Ｌ
記
の
―――
代

か
ら
あ

っ
た
占
い
地
名
で
、
あ
れ
ほ
ど
広

い
地
域
を
指
し
て
い
た
と
い
う
■
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
　
ま
た
、
江

Ｐ
ＩＩＩＩ
府
四
百

年
と

日
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
徳
川
家
で

は
、
江

〃
時
代
を
　
六
い
　
年
の
徳
川
家

度
が
征
夷
人
将
年
に
な

っ
た
年
で
な
く
、

六
　
五
年
の
人
阪
夏
の
障
の
終
わ
り
か

ら
始
ま

っ
た
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と

日
う
話
　
各
街
道
の
出
発
点
だ
っ
た

江

〃
四
宿

の
な
か
で
も
内
藤
新
宿
だ
け
は

江
戸
―ｌｌｌ
泰
行
の
支
配
ド
に
あ
り
、
新
宿
は

御
府
内
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ
の
時
代
、
内

藤
新
宿

で
の
参
勤
交
代
は
　
家
（内
藤
新

宿

の
い
わ
ね
と
な

っ
た
高
速
藩
内
藤
家
、

飲
田
落
、
¨

―――，
島
藩

）し
か
逆
過
し
な
か

っ

た
こ
と
な
ど

小
唆
に
富
ん
だ
面
白
い
わ
話

で
、
私
が
住
ん
で
い
る
今
の
新
宿
か
ら
は

想
像
す
ら
つ
か
な
い
片

の
新
宿
に
想
い
を

馳
せ
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
て
し
た
．

同
窓
会

の
方
々
も
加
わ
っ
た
フ
レ
イ
ク

の
後
で
は
、
け
校

の
前
の
細

い
道
が

‐れ

ｒ
万
歩
の
男

・
伊
能
忠
敬
‐
が
仰
川
の
旗

を
立
て
て
小
い
た
道
で
あ

っ
た
と
い
う
話

で
、
昨
年
、
東
京
国
立
膊
物
館
で
の

，伊

能
忠
敬
展
」
を
見
た
‐――
、
そ
の
■
を
繊

っ

て
い
れ
は
、
も
う
少
し
見
方
が
変
わ

っ
て

い
た
の
で
は
と
今
み
え
て
い
ま
す
．

↑
‐，‐―
も
朧
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
時
――――

が
足
り
な
く
な
り
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

又
、
何
時
か
続
き
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

時
間
ス
ケ
ー
ル
で
講
義
の
金
子
さ
ん

示llL会 会,t

2期 、若 林 成 佳 (1ド i会会長)
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生
物
部
Ｏ
Ｂ
会
盛
大
に
開
催

生
物
部

Ｏ
Ｂ
会
が
六
月
卜
　
日
午
後

‐――
よ
り
、
東
京

「池
袋
サ

ン
シ
ャ
イ

ン
六
０
ビ
ル

，
五
九
階
、
限
ド

に
文
京

高
校
校
合

を
望
む

「概

の
―１１１
」

で
開
＝

さ
れ
ま
し
た
．
今

―‐‐―
は
部
創
■
昭
和

１
年
か
ら
六
　
年
ま
で
、

四
　
年

に
わ

た

る
卒
業
化
　
し
バ
名

に
呼
び

か
け
、

曲
間

の
石
Ｌ
　
郎
先
生

（
昭
和
　
　
～

四
　
年
に
職
）
、
岩
田
浩

‐ｉｌ
先
生

（昭
和

四
　
～
五
六
年
在
職
）
、
熊
谷
嗜
明
先
生

（昭
和
四
六
～
六
　
年
イー‥
職
）
を
お
迎
え

し
、
Ｌ
Ｏ
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
六
月
Ｌ
く
な
ら
れ
た

――、

―――
叫

可

先
生

（
昭
和
　
五
～
四
六
年
に
職
）
物

故
と

の
方

々
に
黙
祷

の
後
、
綸
谷
睛
人

氏

（
生
物
部
　
則

）

の
挨

拶

で
開
会
、

続

い
て
矢
島
稔
氏

（　
川
）
が
乾
杯

の

占
頭
を
取
り
は
談

に
。
画
――――

の
先
生
方

は
教
育
、
環
境
保
護
な
ど

の
場

で
、
今

な

お
ご

活
躍
さ

れ

て
い
る
と
の
こ
と
．

懐
か
し

い
部
活

の
写
真
投
影
や
、
各
方

面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

々
の
ス
ヒ
ー

チ
，
展
示
な
ど
を
見
ｌｌｌｌ
き
し
な
が
ら
、
何

卜
年
ぶ
り
の
超
過
に
話
は
は
ず
み
、
盛
会

の
う
ち
に
あ

っ
と
い
う
――――
の
　
―――
問
■
で

し
た
．
話
が
尽
き
ず
、
　

次
会
に
――‐―
か

っ

た
グ
ル
ー
フ
も
あ
り
ま
し
た
．
今
‐‐！―
の
会

は
幅
広
い
年
齢
層
に
わ
た

っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
Ｌ
代
――――
で
の
親
睦
が
卜
分
で
き
な

か
っ
た

――――
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
．
次
国
は

世
代
間
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
な
Ｏ
Ｂ
会

を
――
て
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
．
生
物
部

Ｏ
Ｂ
会
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
を
立
ち
卜
げ
準
備

（“
期
Ｃ
　
●
Ｈ
川
研
　
）

高
田
先
生
を
偲
ぶ
会

高
＝
博
＝
先
生
が
平
成
卜
五
年
六
月
九

Ｈ
‐―１１
不
全
で
お
Ｌ
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

（昭
和
　
五
年
よ
り
昭
和
四
六
年
迄
生
物

科
教
論
と
し
て
イーー
職
．
生
物
部
、
落

‐―
――
――サー

究
会
顧
門
）
．
平
成
卜
五
年
卜
月
卜
九
日
、

「故
高
―――
先
生
を
偲
ぶ
会
」
を
生
物
部
が

ｌｉ
体
と
な
り
、
奥
様
の
み
ほ
様
、
ご
ｒ
忠

の
浩
明
様
、
在
職
当
時
同
じ
く
生
物
部
顧

‐―――
で
い
ら
し
た
石
―
　
郎
先
生
、
岩
川
浩

‐１，
先
生
を
お
招
き
し
、
池
袋

「占
野
‐
に

お
い
て
聞
き
ま
し
た
。
文
京
高
校
同
窓
生

の
参
加
　
四
名
．

紫筍 第 17)ナ

池袋サンシャインで開かれたOB会 に出席され

た顧間の先生方や生物部OBた ち
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第
二
十
二
回
定
期
演
奏
会
の
お
し
ら
せ

日
時
　
　
０
〇
五
年
　
月
　
　
＝

（木
）

一午
後
六
嶋
洲
場
　
午
後
六
嶋
　
い
分
開
江

一

場

所

　

北

区

北

と

び

あ

　

さ

く

ら

ホ

ー

ル

演

奏

曲

目

●
１

１
ン
ュ
ト

ラ
ウ

ス
′
歌
劇

｝
，
」
う
も

り
，
序
山

●
Ｊ

・
ハ
ー
ン
ズ
／
ハ
ガ
ニ
ー
ニ
の
Ｌ
題

に
よ
る
幻
想
変
へ
山

●
映
画
音
楽
特
集

りFホ JI矢 1院

1先  it
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７
期
会
開
催
の
お
知
ら
せ

オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
の
開
催
年
に
開
俯
し
て

お
り
ま
す
７
期
会
を
十

．
月
　
　
日
（＝
）

午
前
卜
　
‐――

．〇
分
よ
り

【銀
序
ア
ス
タ

ー

・
新
宿
賓
館
】
（新
宿

・
伊
勢
丹
隣
り
）

Ｌ
階
特
別
宴
会
場
に
て
開
――――
し
ま
す
．

７
期
会
会
員
諸
氏
に
は
九
月
に
ご
案
内

を
発
送
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

Ｌ
、
多
数
ご
参
加
ド
さ
い
。

（７
期
Ａ
　
山
添
忠
親
）

毎
年
開
催
、
日
期
同
期
会
便
リ

＝
期

の
同
期
会
は
毎
年
行
わ
れ

て
い

る
「
今
年
も
六
月
卜
九
Ｈ
（Ｌ
）巣
鴨
駅
前

・
泰
平
飯
店

（例
年
人
体
こ
の
頃
、
こ
の

場
所
）
で
行
わ
れ
、
　
　

名
が
集
ま

っ
た
．

最
初
は
還
層
ま
で
は
毎
年
開
催
し
よ
う
と

の
幹
事

の
意
気
込
み
で
始
ま
っ
た
が
、
選

暦
を
過
ぎ
た
今

で
も
毎
年
間
い
て
い
る
。

担
“

の
先
生
方
も
十
野

・
渡
丼

・
赤
坂
先

生
は

ん
気

に
毎
――‐―
参
加

い
た
だ

い
て
い

る
。
　

）
‐
」
の
と
こ
ろ
女
性

の
参
加
が
減

っ

て
き
て
い
る
が
、
特
さ
ん
お
誘
い
あ

っ
て

度
参
加
し
、
楽
し
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
。

き

っ
と
何
か
得
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
」

と
幹
■

の
＝
崎
さ
ん

（
ド
組
）
。
ま
た
、

今
年
は
名
簿
の
充
実
し
て
会

へ
の
出
席
者

を
増
や
し
た
い
意
向
で
、
住
所
変
更
の
方

は
ク
ラ
ス
幹

，
ま
た
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ヘ

ー
ジ
で
の
書
き
込
み
に
足
井
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
。

同
期
会

の
卜
幹
事

の
　
瓶
鋭
　
さ
ん

（０
　

，
　

Ａ
Ｌ
Ｌ

‐
Ｌ

　

．
八
）、
君
崎

悦
ｒ
さ
ん

（
０
　

‐
　

ノＬ
Ｏ

　

Ｉ
Ｌ
０

Ａ
）
も
連
絡
を
待

っ
て
い
る
．

第
十
二
回
「東
京
校
歌
祭
」
は

十
月
二
日
（土
）

日
比
谷
公
会
堂
で

奮

っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う

本
年
の
校
歌
祭
は
本
来
の
会
場
で
あ
る

＝
比
谷
公
会
十
で
実
施
し
ま
す
．
Ｐ
Ｔ
Ａ

も
参
加
し
ま
す
の
で
、
校
歌

・
生
徒
歌
の

山
で
も
歌
え
る
方
は
占

っ
て
ご
参
加
ド

さ
い
．

＝
‐――
▼
卜
月
　
＝
（Ｌ
）午
後
　
時
ヽ
六
時

卜
分
　
我
が
校
の
出
演
は
四
時
五

０
分
頃

（出
演
者
は
四
―――
迄
に
会

場
に
集
へ
じ

場
所
▼
＝
比
谷
公
会
十

山
＝
▼
市
立
　
中
校
歌
、

現
校
歌
の
　
山

で
も
可

生
徒
歌
（後
述
）、

い
ず
れ
か
　
山

練
習
▼
九
月
ド
何
に
実
施
し
ま
す
。

終
戦
と
と
も
に
市
立
　
中
校
歌
が
歌
わ

れ
な
く
な
り
、
現
在
の
校
歌
ｌｌｉｌｌ
定
が
昭
和

四
―
年
（
＝
期
が
１
年
）で
す
．
そ
の
間
、

歌
わ
れ
た
の
が

「あ
し
た
望
め
ば
遥
か
な

る
富
卜
の
高
嶺
に
誠
あ
り
‐
の
生
徒
歌
で

す
。
こ
の
生
徒
歌
を
作

‐
―‐１

・
作
山
さ
れ
た

の
が
、

――ィー
和
　
」ハ
年
に
本
校
に
赴
“
さ
れ

た
遊
川
益
次
先
生
（国
語
、
Ｌ
九
歳
）で
す
。

先
生
は
大
学
卒
業
後
、
藤
原
歌
劇
―――
に
所

属
さ
れ
、
オ
ベ
ラ
歌
ｒ
を
志
望
さ
れ
た
が
、

川
―，日
か
ら

――‐
業
に
就
く
よ
う
説
得
さ
れ
、

‐ｌ
ｌｉ
校
教
師
と
し
て
本
校
に
赴
任
さ
れ
た
．

以
来

‐―イー
和
　
　
年
ま
で
六
年
――――
本
校
で
国

語
を
担
当
さ
れ
た
．
本
年
卒
業
た
Ｏ
川
年

を
迎
え
た
６
期
生
を
担
任
さ
れ
、
現
在
も

束
■
谷
に
お
住
ま
い
で
、
美
し
い
占
で
歌

わ
れ
ま
す
。
　

（口
期
Ｃ
　
杉
本
　
安
弘
）
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お気、中
`に

お問い合わせドさい
〒01ドパ301 ‖夕11飽 ll‖ lll‖ 1人 1日 ‖
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1.16年 3月 卒業生(56期 )の進路

,■

.｀′

分

一柵

一
期

:,「

務 11

り,r

71

()

女 r

15

10ツ
■

６

，

■

１

28

1():3

()

181)

32

137

5

82

―

一
定

3

50

1(39合111 27(,

本年度の特徴は

1)1年 市1大学への進学が増加l

している。 ‐昨年11%→‖1:年

15%→本年■
`り

6に 。国立大学

合格者は1奇 E大学はじめ 7名。

‖41年 よ りも 1名 増 となってい

る。型、、1大学も 1名増の28()名 。

2)短 人進学者は、 1的 :年 2()名

→Hl:イ 1117名→本年17名。

3)未 定者82名 と、本年度は1‖

lll!し た。

これは、
′
女場にIIl薦 人∴式に

頼 らず、浪人しても、 ll指 す

入学に人りたいという気持ち

の11徒が1曽 えたことによる。

丈京高校は、4i徒の進路 希

望を実現 させるために、既に

導入された l川111や 、各拿[i緯

ilイ に加え、 夏の学習合宿、 |:

曜襴litイ など様 々な ,i式 みがなさ

れている。昨年 ll点 支援校に

指定され進学指導の充実など

がはか られている。 今後も

'馴待したい。

況状路進生業卒

1)四年制大学

(1)国公立大学

埼 l:大学

帯広畜産大学

lI山 大学

東京‖
`立

大学

部 えヾ保健不lr,F大学

東京海洋大学

|‖ 公立大学合:||

(2)私立大学

:サ ll:学院入学

江戸川大学

桜クt林 大学

人た女 r大学

学itザ 院大学

学11ザ 院女 r大学

lll奈 川入学

,|1村学|ホ1女 r入学

神lll外 [イi大学

神奈川 li科 大学

1ヒ
lll人 '子

恵泉女学1来1入学

li学 院入学

11早院大学

|‖ l‖I大学

駒Fギ 大学

li能 大学

芝浦 l:業 大学

「 丈`′ rFい
1太

rF

淑徳大学

城′Ч大学

r`共
が
F卜1人

´F

‖イ{イll人
分F

l

21

ト

女 r栄養大学

成ν笑人ri争

成城大学

専修大学

人:li入 学

人東文化大学

1イ i殖 大学

多摩入学

千葉 ll業 大学

中央人
rF

帝京入学

帝京 14成 入学

桐蔭職浜大学

東海大学

東京家政大学

東京経済人
が
14

東京 l:科 大学

東京 111ヽ 大学

東京国際人がF

東京成徳入学

東京電機人14

東京11業 大学

東京pll科 大学

束り1`人 rF

束洋入学

`」

1協 入学

日本人学

日本女 r大学

日本女 rttrが 入学

ll本 体子が入学

フェリス女学院大学

文化女 r大学

文教大学

文京学院大学

法政入学

Jヽ 1ヽ 人Pi4 ＜
―‐

‐

‐

ｒ

‐

３

７

２

３

１

３

１

１

１

一
帥

武iヽ li業 大学

武蔵りF入学

|り l海 入学

|り l治 人が
:1

1り 1治学院大学

|り
l夕 ::大学

HI′ 1入学

ものつくり入学

立教大学

立ll:大 学

和光入学

l:1稲
lll大学

28

1

20

私、1大学合llト

|'i雨画

2)短期大学

(1)公立短期大学

鵬
(2)私立短期大学

人た女 rll人

‖イ1和 女 r短人

女 r栄養短人

東京家政短人

東京成徳短人

|lllttrn4tl気 ,人

埼 lilり二人短人

IJ際学院1奇 li',人

桜共林人
'I人

Jヽ蔵 11短 大

ヤマザキJll物 看護短大

私立気1人 合::|



奨学賛助金に62名が協力、46万余りが集まりました。

平成16年 3月 卒業生 (第 56期 )の うち、学校側で
選んだ成績優秀者60名 に対し、図書券 (1万 円分)

を贈りました。

◇奨学費助金 協力者一覧

14成 15年 1月 ～ l(Sイ l:3月 (・ ‖

5万円 rrり :1美 矢lr 25C  5千 円

2万 円 概本 ■ 1 1 lt

浜‖ tr('C

l万 5千円 珈llll  実 11)lI

沢lll 健治 35A

l万円 木本J 欽 ‐ lA

清水  リツ 2A
I'1川  隆人 21)
堀:JNl ‖券リツ 21)
伊束 映 1 1(:

llYll部 美イヽ r 5F
rll澤  隆 r 8A
竹田 先41 911
11d本  ‖:  101)

1111! ‖l・ HA
m  紘矢 lH)
出ヽヤ:f   i虫|`  131'

1イ lirl  ill‖券 1!ド

5,()()()lli)

'd,杉

  tヽttК  2 1)

小山  実 3C

'l:‖

 秀夫 3(〕

‖菫小J llli441 3 1〕

"i(  1け' 4A岡本 光右 4B
りF本  林 ll〕

村瀬 和人 ll.
諸hri  '1 5A
野口 孝｀

「  5A
太lll 往り: 5i3
11永  頌 51ヽ
織原 ノ[り: 5 it
lllr2 1 1 ■り: 51う
lt几

::r・ 11信  51'
IIFAri tt l(,A
清野 公り( 6i3
多||1  賞 6:3
,d,レ  イLttК   6(l
タト谷 Iliri 9 1)
rfり ll 典紀 !1:う

松水 ′|:哉 1lI)

iリト 徳 r ‖ ド

滝谷IIJ7X‐ 虫К 121)
簗瀬 |りl通 121:
1劇 音|` 

“

er 121〕

イ「賀 慶 r 12ド
新リト 弘‖嗅 1lA
I!ll‖  1りlr i41う

l11:ll 道 r i91'
坂倉  (1281〕
ド越ひろみ 3011

本部 共7Fr ‖ド

5千円 IJ}藤  ‖

“

r′  llう

細ll: 純:li l(l

藤ヶ谷敏りl i(1
篠原  オ1:中‖l i(1
新倉 利1夫  i lt

後藤 lli八 劇
` i lthtll lll  実 νЧ l)

/4j池  達長 νЧ(:

森   川1 2A
力こうJl   引、 2A
久保 |ll‖

`114 213

◇その他 寄付

5万円 5川 1同 lul会

3.6万 円 静谷 ‖ritt vЧ lぅ

1万円 1引 |1 良次 先41

5千円 神′r 夕i裕  3(〕

ITり r  i劇
` 

先41

(卒卿Iの洪数字は ll l市 1

5千円「 1瀬  三メr 先生

4千円

'「

j水  ‐,t 2A
3千円 太lll 顧問 3A

矢山I: 光イド 3C

洋数字は力7制 高校卒です)

同窓会ニュース

運営協賛金に197名 の出資、74万余り集まりました。

◇同窓会運営協賛金への協力者一覧
l17成 15年 1月 ～ 16イ li 3月

3万 円

純 本  ■ i H:
1万 5千 円

:黎 越  ヴ、 1 311
1万 円
人蔵 t太 郎  2A
l′ :′ ‖  静●り(  2 13
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.ぶ
 tri l・  31:
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:11キ J  :i方    5 ヽ
′liリリ 1,ir loi・
1‖ r  隆  13A
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`″

わ
「
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′
〕「1lfi 55 1)
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     ノt     r｀
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本 ll: 京 平  lA
崎Jl l 

「
也   i13

1り
}″よ ‖ri′弩  :B

飲 llx 忠 ‖

“

 lli
‖T:劇  |[1人   11,
橋 本  喜 りt i ll
ツl:,ij:ljiリカ  i(
11本J FF 11  1(
尉‖|:l 争E:li t(
liAヶ 谷 餃 り1 1(
0葉

"il  
イド中Jl   i(

新 fT 千!|メt i::
福 |‖   ・た  IЧ :)

菊 ′也  ;i lt νЧ(1

′lヽ 小ト    リ〕 l'Ll(1
,鰺 r羊:  1:1,ヽ

'   1 7ヽ,II‖  ■,た  2A
稲 |‖  il1 1  2′ヽ

森    Jl l1 2A
″セ)型   夕、 2A
森   ,R↑  213
′[月 女  :1り  213
ιヽ イ呆‖|‖イ111  2 :ヽ
演 |ll 策 ′ぢ  21う
ネ貴

'■

l  νriり(   2 (
1、 7゛ ′‖  

“

政   2 1)

'dナ

杉  お色虫

“
斎藤  IJJ、 之
7占 ′К  小い
′lヽ :|:   ′だ
;lj,::  努
江 H 秀 人
夕ll,i ド':裕
中|:|‖  ;上 り,

′卜本本    r)
||11卜  lil:セよ
う午‖l   llliL

ll小 1 ホリif4:
M本   彬
クこJl,t     i3
1Ч 根  光 lJf

り晰l   11,彩
桑
"::   ri:J■ミ ‖::j′(

|工l本  光イi

で,‖ :忠之りヵ
Fllll l l l J′ |リリ
1:f‖ l  ネ;11■
磯 吉|`ll]太 郎
rll,   ヴ、ャ
リr本   林
村瀬  不11た
lJlr i l  γ:1‐

11杉  ヽ  ‖イ1

人lll イl:り j

ヤヒl‖  lヽリサ亜

「
,藤  出「il i

村 ll li之
::〔 りll ,(〉 人
ift7 ft iた

|1本  聡‖‖
:ト ホJ  llり )

繊り,:(  ′iり j

l」 F:| |ヽ′

:り j

‖[71 tt i
熊 谷  1辱 r
l'1瀬    i散
l:,`:|,・ 1ヽ′

if`|

lll il`)t`ヽ r
ネト′k lり l」なヽ
jll l‖   宏
liftl iド  なrル支
人44 て

'r′
1ヽ

ll'l・      ′亡
イi森  |は r
′卜:卜  '令 :・

II出1 充 'I、

11:ld ′d″〔
鈴木  秀りj

4ilJ r.■
f/1i々 木 rl通
″tIル   11」 己
くりIYll   り〕
1司 ‖l lltメ (
|ヽ Ari  ■1 ll`

f/1illlF 44r英

″セjll  り1カ タ、
神ぃr,  I:if i
,ル 山ヽ奇 ,!r771「

llこ ノト  |11 ‐

て,|‖   iru!

・
ij!|:   贅|`

棚||ll hi式
J卜  徳 1・

f/1i,藤  クヽ 卜, 12(:
″till  有:‖′1 12:)
をきスL  7rr 121:
長 谷  ;!1中  13A
イi力1 11'′と 13:3
鈴 木   子 13(｀

栗 又  俊 113(1
松 !:1 1114 131)
lllF i l  J女

ltり  131)
′
i4り F 山争 r i3::
わiリ ト リ、1[1 ll∧
徳 ||:に

',略

r lli3
鈴 木  繁 樹  1:I)
午:ギ |‖  7/tr :‖ :

泄tl‖  りit r i:1,
■flYl liド ‖券 l lI'

`ヽ

lir・l ネ1,イ )11ド
171    71 16A
〃111丁  ,'支 /7J1  1(,′ヽ

菊 ltt ltF i 16(:
落 合 レ イ

「
 171t

'力

liリ リ ピ1り1 171'
お1,卜    う■ 18(1
,藤 lll: 泰 ■ 181)
湯 り,:: it r 18:
央  紀 代

「
 1913

1加ll‖   ′
た :91:

価

'と

  虫|` 19H
倉 llル    ツl'i lヽ )I
人 :ll 悦

「
20()

オ!II"::   f1 20く
｀

有1原  英 |り !201)
:::本    lり 1 2ol
力ll〈卜 進 山 2:ド
lllt/J l1  22「
fり

i丼t //Kノj 22ド
l=ll‖ ,11)tr 23′ ヽ

オ■′ヽ  不‖lり 1 23('
[|:′ ‖ 不:lj・ 23(
11ィ  ヽ 不:|:り1 23(
柴 |‖  ,次イ)23H
lff山奇  メ屹 :ヽ1 23 :
金
「

 it人  21('
′よ波 1.(本 ■ 251,
イリ|1ll lり l「  25:)
泉 水  純 1・  26ド
奥 山  秀 r2(,ド
=lJ劇り 'JZ、 lり 1 27(:
lti本  ′よ tit 27::

",fT   l:1 281〕7:|:l :|( 2()(:
小多|:: I[|!り 1 2,)(:
Pll‖      お1  3()/ヽ
西 山   勲 301'
餃 ||1 秀 r i3()ド
ド越 ひ ろ み 30F
塚 越   淳 :311:

1勺 ‖l サ令 r i31ド
:サ 木  俊 之  31(〕
j,:t 久 )1,・  311
′卜●( 州1 1 361,
小11":( ネイil!l :()i'
りF小 JIり J希

「
 18H

ソ;ド   J`り  19A
札 本  嘔 共 55∧
桑 ′し ,u′ 11 55ド
2千 円
1よ ルi( イl:4ヽ  :5:3

ハ

８

８

Ｂ

Ｂ

Ｒ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

ｌｉ

Ｅ

Ｅ

Ｉ‐Ｉ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

ド

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

７

７

７

８

８

８

８

８

Ｒ

８

９

９

９

Ю

Ю

Ю

Ｈ

Ｈ

Ｈ

，
一

ツ
一



紫筍 第47:;

記

一

』̈［〕抑］】」脚̈
」『峰“″「̈
い］一［悧い」̈
】“］い】‐‐‐‐し、も］】

”̈一̈̈
］̈̈̈
¨̈̈
¨̈̈
““̈̈
‐ことヵ、し、一̈”̈［̈̈
¨̈̈
枷̈”

［̈仰は由”【さてし、一ｒ”一７＝̈
”］″̈
〕】一̈
鰤」”‐‐‐‐よも」̈
「”檬］

23

平成16年度予算

〔11ル !ヽ(〕 イl:1'11‖ ～｀
「

j成 17113月 31‖〕

会 長 檀 本 ■ t(1'切 l:)

〔財産目録〕

(預 金合lil)

基本財産

イ::託・定額″t金

奨学基金

lllll年 行嗜「f貴 立金

〔収入合計〕

前年度繰越

平成 15年度会計報告

〔・17成 :5111り 〕111～ 11成 1('113月 31 HI

会:汁 11・ 1 鈴 木  子 (13Wi()

12,341.308111

34,271,691)

7.269.193

8()0,アl16

〔財産目録〕

財pl H録合::|

ィ::託・定額″i金

奨学りよ金

川イ

“

r.1:f貴 立金

12,341.3()8 1ll

34.271.(い )1)

7.269,11)13

800.11('

人会金 (16.5()()× 275名 )

運営協it金

奨学金

名簿llk売 金

it助 金 (広

`:i)卜1窓 41の集い会で1

″i金利息

その他1ヽ付等

〔支出合計〕

名簿発行でセ

10()‖‖・クラス別 (′119剰 1)

紫筍発行ぜt・ 日!刷

発送・郵送・振込票代

奨学金 (図 メ1券 )

1(),()()()× 5()名

lサ校後援費

部活 JIJl。 進路指導

同窓41の 集いrilょ ずセ

校歌祭後援でセ

総代会lH‖マセ

通ィ::・ 会合イセ

運営 rt。 1'務川:tr:

iLliイ !:・ 交通 。お茶代

名簿管馴1(〕 1)化でセ

r・ tili?セ

積立金

11.363,7171:I

l.863,717

1.535.000

750,(X)0

1('0,()00

1()(),()()()

150,000

1()()。 ()()0

:3。 ()()()

102.000

6.5()().0()()111

〔収入合計〕

前年度繰越

人会金 (16.5()()× 275名 )

運ギヤ協it金 他諸ぜセ

奨学金

名簿販売金

it助 金 (広 告)

同窓′
liの集い会ぜセ

″1金利息

その他1年 付等

〔支出合計〕

名簿発行でセ

1()()‖ 1・ クラス別 (112剰 1)

紫筍発行でい ni刷

発送・郵送・振込労:代

奨学金 (図 1:券 )

l().()()0× ('0名

lサ校後援でセ

部活動 。進路指導

同窓41の 集いrilたでセ

校歌祭後援費

慶 j‖
rt

総代会開‖イt

通I::・ 会合ぜセ

運常費・ 'l卜務り11∴「:

通li:・ 交通 。お茶代

名簿111lCi)化 でセ

予‖市イ1

1サ校,1り !lF i・ 1lfri立 金

繰越金 (初

'u運

営費)

10,1)27.1251:l

4.38ド.101
′
1.537.5()()

735.000
165,000

105,13()()

1('0。 ()()()

l12,()()()

3.221

121,()()()

(,,()613.1081:1

800,000

2.500,()()()

600,000

1。 ()()(),()()()

(,()().()()()

120。 (X)()

1()(),()()()

250,()0()

()

i3:30,()()()

2()0,000

721.271

2.101)、 155

6()()。 ()()()

`)1)2,2'l()52(',310

120.()0()

()

(,8.015

lサ校川年行り1積 立金

2()(),717

112.380

7∫ ).1)1)0

200.(X)()

:.S(,3,717111

継臆11″ 躍ll連ぇ麒だとをご出中しば
ます。
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10月 17日 (日 )、 第12回 同窓生の集い
｀

「 成 5年 1()月 に始めた “卜1窓生の集い"は今年 12卜 :|‖ を迎え、同窓会の|,1性化に

直結する行
:11と

して、同窓会 4大 =11業 の ・つと位澱付けられています。

会it皆様お誘い合わせの 11、 多数の方の積極的な ご参加を/

同 時  10月 17日 (日) 午後2時～

場 所  母校 4階 視聰覚敏
=内 容  軽ftと 飲み物で懇親会を行いますので、クラブ013会にもご利用ドさい。

会 費  2劇∞円 ‖11の 振込用紙をご利用 ドさい。 (締 LJJ l()月 8日 )

◎ 恩師・ |::職 itはごlrl待 です。足非ごlll席 の程お願い致します。

ホームカミングデー

卒業50年 (6期 S29卒 )、 卒業25年 (31期 S54卒 )はご招待 /

L記の101を 教えられた先41で、
l●
l‖ ご出席 予定は、 (Hri不 同)

薔野二郎先生、中田菫威先生、石上二郎先生、

岩田浩司先生、松浦桂子発生、古野曽也先生、太田敏夫先生
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●「同意会の集い」申込や。運営協賛金、霙学費助金等は回封の振込用紙をご利用下さい。

1.同窓会運営協rt金

2.奨学 lt助 金

3.名簿購入代金

l l1 3,00()円    l.1同 窓11の集い l:|:込み 1人  2,()()()円

1:i 5.()()()円    5。 その他……目的をり!示 した寄付。

: ‖l1   1.8()()111

●事業クラスの名簿の空自部分を埋めましよう.また限り・変更がある場合も同意会鬼、葉書、
封書で連絡下さい。または同窓会ホームペ…ジからも簡単に連絡できます。(電話不可)
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